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１　組織

機構及び事務分掌（令和元年１０月１日現在）

（1）廃棄物の排出、処理等に係る指導に関すること。

ⅠⅠ　組織・処理施設等

(10) 室内の庶務に関すること。

(8) 一般廃棄物処理基本計画の策定及び進行管理に関すること。

(7) 分別収集計画に関すること。

生活環境部
環 境 課

（１２人）

廃棄物対策課

(2) 資源化及びリサイクル事業に係る市民団体等との連絡

　　調整に関すること。

(5) 環境クリーンセンター等長期保全計画に関すること。

(4) 清掃事業の広報に関すること。

　　ること。

(4) 環境クリーンセンター等長期包括的運営管理委託事業

　　の契約管理等に関すること。

(3) 施設見学の調整に関すること。

庶 務 係 (1) 廃棄物処理に係る手数料に関すること。
（１４人）

(2) 指定ごみ袋及び公共ごみ袋に関すること。

(9) 課内の庶務に関すること。

(3) し尿の収集運搬及び処理に関すること。

環 境 室 (4) 浄化槽に関すること。

（３４人） (5) 家庭系廃棄物の収集、運搬業務の委託に関すること。

(6) ごみ処理受託に関すること。

(7) 清掃事業の企画統計、調査研究及び総合調整に関すること。

　　指導に関すること。

(6) リサイクルバンクの運営に関すること。

指 導 係 (1) 廃棄物の排出、処理等に係る実地調査、指導、相談

(5) 産業廃棄物処理施設等に関すること。

(2) 一般廃棄物の処理方法に関すること。

(3) 廃棄物減量等推進審議会に関すること。

(2) 不法投棄等の防止対策及び処理に関すること。

主 　　　査

（指導担当）

施設管理課
施　設　係 (1) 廃棄物関係施設の運営及び維持管理に関すること。

（７人）
(2) 供用車両の取得、管理及び処分に関すること。

     及び調整に関すること。

(3) 家庭系廃棄物の収集及び運搬業務の指導に関すること。

主　　　 査
(1) 廃棄物の減量、資源化及びリサイクルの推進に関す

（資源化担当）

主　　　 査

（設備担当）

主 　　　幹

（設備担当）

（2）不法投棄等の防止対策及び処理に関すること。

(1) 環境クリーンセンターの施設整備に関すること。

(6) 環境クリーンセンター等に係る関係団体等との調整に

　　 関すること。

減量推進係 (1) 一般廃棄物処理業及び浄化槽清掃業に係る許可及び



２　主な施設の位置図

①　環境事務所

＝ ８：４５～１７：１５

＝ 土曜日、日曜日、祝日、年末年始

②　環境クリーンセンター

受入時間 ＝ ９：００～１７：００　（１２：００～１３：００を除く）

＝ １月１日～１月３日

※定期整備時は搬入できません。

③　最終処分場

＝ ９：００～１７：００　（１２：００～１３：００を除く）

＝ １月１日～１月３日

④　リサイクルセンター

＝ 平日　９：００～１６：４５　　土曜日　９：００～１１：４５

＝ 日曜日、１月を除く各月の２９日以降の日、１月１日～１月３日

⑤　リサイクルバンク（リサイクル品展示施設）

＝

＝

　 　 　 　
　

　

勤 務 時 間

休 日

休 日

休 日

休 日

受 入 時 間

受 入 時 間

水・木・金曜日　１０：００～１６：００　（１２：００～１３：００を除く）

月曜日、火曜日、第５土曜日、日曜日、祝日、年末年始　休 日

第１～第４土曜日　　９:３０～１１:３０

開 館 時 間

市役所

高砂駅

江別駅

道道江別恵庭線
国道１２号線

国道２７５号線

インター線

国道３３７号線

新新石狩大橋

石狩大橋

（５丁目通）

至当別

千
歳
川

① 環境事務所

④ リサイクルセンター

② 環境クリーンセンター

新川橋

⑤ リサイクルバンク

③ 最終処分場

町村農場

八幡8号
至札幌

8丁目通→

野幌駅

石狩川



３ 施設の概要 

（１） 環境事務所 

所 在 地：  江別市工栄町１４番地２、１４番地３ 

着 工：  昭和５４年 ８月 １日 

竣 工：  昭和５６年 ３月２８日 

使用開始：  昭和５６年 ４月 １日 

敷地面積：  １８，６８０㎡（ストックヤード敷地含む） 

建物面積：  ７７３．８６㎡ 

建築構造：  鉄骨造２階建 

建 設 費：  １，８４３，３２３千円（旧焼却処理場一括） 

 

 

（２） 環境クリーンセンター（一般廃棄物中間処理施設） 

所 在 地：  江別市八幡１２２番地           

着   工：  平成１２年 ９月３０日 

竣   工：  平成１４年１１月３０日 

使用開始：  平成１４年１２月 １日 

敷地面積：  ４１，８００㎡ 

建物面積：  １０，５３５．２５㎡ 

建 築 物：  ごみ焼却施設・ごみ破砕選別施設合棟式 

建築構造：  鉄骨造・一部鉄骨鉄筋コンクリート造 

地下１階・地上６階建   

ごみ焼却施設（可燃ごみ） 

処理方式： ごみ熱分解燃焼溶融方式（キルン型） 

処理能力： １４０ｔ／２４ｈ（７０ｔ／２４ｈ×２炉） 

ごみ破砕選別施設（不燃・大型ごみ）          

処理方式： 一次破砕（二軸せん断式）、二次破砕（高速回転式） 

処理能力： ３５ｔ／５ｈ  

建 設 費：  ７，２９８，５９３千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度

内訳 
１２年度 １３年度 １４年度 

国庫補助金
千円 

137,514 

千円

1,664,328

千円

327,224

起 債 311,300 3,384,400 960,300

一 般 財 源 19,306 206,180 288,041

合 計 468,120 5,254,908 1,575,565

 
 

 



（３） 最終処分場 

所 在 地：  江別市八幡１２２番地       

着   工：  平成１４年 ９月 ４日 

竣   工：  平成１６年 ３月１０日 

供用開始：  平成１６年 ６月 １日 

敷地面積：  ６８，３００㎡ 

埋立面積：  ３４，０００㎡ 

埋立容量：  ７８，０００㎥ 

汚水処理施設 

汚水処理方法： カルシウム除去＋生物処理（回転円 

板法）＋凝集沈殿＋消毒 

汚泥処理方法： 重力凝縮＋遠心脱水＋環境クリーン      

センターにて焼却 

処 理 能 力： ８５㎥／日 

建 設 費：  １，６８４，６６５千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） リサイクルセンター（資源物中間処理施設） 

所 在 地：  江別市工栄町１４番地１ 

着 工：  平成１１年 ９月２８日 

竣 工：  平成１２年 ３月１７日 

使用開始：  平成１２年 ３月２２日 

敷地面積：  １７，８５１㎡ 

建物面積：  ２，１１０㎡ 

建築構造：  鉄骨造平屋建一部２階建 

処理能力：   １８．５０ｔ／日 

 びん類    １０．０７ｔ／日 

 かん類     ６．１９ｔ／日 

 ペットボトル  １．０１ｔ／日 

 紙パック    １．０３ｔ／日 

 白色トレイ   ０．２０ｔ／日 

建 設 費：  ４４６，２５０千円 

 

 

年度

内訳 
１４年度 １５年度 

国庫補助金 
千円 

59,248 

千円

270,491

起 債 187,500 1,014,000

そ  の  他 24,000 106,000

一 般 財 源 2,170 21,256

合 計 272,918 1,411,747



（５） 廃棄物ストックヤード 

所 在 地：  江別市工栄町１４番地３ 

着 工：  平成１８年 ６月 ７日 

竣 工：  平成１９年１１月２１日 

使用開始：  平成１９年１１月２７日 

敷地面積：  １，８６９．８８㎡ 

建物面積：    １９６．９６㎡ 

建築構造：  鉄骨造平屋建 

建 設 費：  ４７，６７８千円 

 

 

 

（６） リサイクルバンク（リサイクル品展示施設） 

所 在 地：  江別市工栄町１４番地２ 

着 工：  平成２１年６月１０日 

竣 工：  平成２１年６月２４日 

使用開始：  平成２１年８月３日 

賃借期間：  自 平成３１年４月 １日 

 至 平成３２年３月３１日 

敷地面積：  ５０６㎡ 

建物面積：  ９８．８９㎡ 

建築構造：  鉄骨造平屋建 

賃 借 料：  ４８４千円 

 

 

 

（７） 清掃車両格納庫（旧ごみ粉砕処理場） 

所 在 地：  江別市工栄町１４番地２ 

着 工：  昭和４７年 ７月 １日 

竣 工：  昭和４７年１２月 ４日 

使用開始：  昭和４８年 ６月 １日 

用途変更：  昭和６０年 ４月 １日 

敷地面積：  ３１，６３８㎡ 

建物面積：   １，０８２㎡ 

建築構造：  鉄骨造平屋建 

建 設 費：  １２５，７５０千円 

（うち一般財源 ２１，７５０千円） 

 

 

 



（８） 旧し尿処理場 

  ※ 一部を白色トレイの中間処理で使用 

所 在 地：  江別市工栄町１４番地１ 

着 工：  昭和５７年 ２月２７日 

竣 工：  昭和５８年 ３月２５日 

使用開始：  昭和５８年 ４月 １日 

廃   止：  平成 ９年 ４月 １日 

敷地面積：  １７，８５１．２１㎡ 

建物面積：   ２，６３５．０２㎡ 

建築構造：  鉄筋コンクリート造 

地下１階・地上２階建 

建 設 費：  ７６２，８５１千円（うち一般財源 ８３，８３４千円） 

 

 
 

 



４　車両の現況

　（１）　市保有車両（合計１２台）

（令和元年１０月１日現在）

考備式年属配種車

ライトバン 日産 400 ひ 4436 施 設 管 理 課 27 Ｈ27. 5 11 連絡車

軽バン ダイハツ 480 け 6280 施 設 管 理 課 25 Ｈ25． 5 14 連絡車

軽バン ダイハツ 480 け 6281 施 設 管 理 課 25 Ｈ25． 5 14 連絡車

軽バン スズキ 480 う 7712 廃棄物対策課 19 Ｈ21． 1 14 清掃指導車

バン 日産 400 ぬ 9494 廃棄物対策課 22 Ｈ22． 8 30 不法投棄パトロール

ジープタイプバン トヨタ 400 た 6593 施 設 管 理 課 14 Ｈ14． 7 18 連絡車

小型トラック
（パワーゲート付）

マツダ 400 す 1288 廃棄物対策課 11 Ｈ11． 6 1 清掃指導車

平ボディトラック
（パワーゲート付）

日産 11 の 91 廃棄物対策課 5 Ｈ  5． 5 31 不法投棄収集車

平ボディトラック
（パワーゲート付）

トヨタ 100 さ 5536 施 設 管 理 課 12 Ｈ12． 2 17 不適正排出回収車

プレスパッカー 日野 800 せ 9878 廃棄物対策課 22 Ｈ22． 2 18 不適正排出回収車

ホイルローダー 三菱 000 る 1290 施 設 管 理 課 12 Ｈ12． 2 21 資源物処理

フォークリフト 日産 P1F2 - 401126 施 設 管 理 課 26 Ｈ26． 8 21 資源物移動

　 （２）　業務委託車両

・可燃ごみ収集車両 14 台

台2両車集収みご燃不・

台2両車集収みご型大・

・資源物及び危険ごみ収集車両 3 台

台1両車集収区地村農・

台1両車集収尿し・

台32計合

※　ごみ収集区分の車両台数については、排出状況などに応じて変更される場合もある

　

日月年得取番 車 ・ 名 車



１　一般廃棄物収集・運搬計画（平成３１年度）

　（１）　計画処理区域の状況

187.38 ｋ㎡

致一と域区政行は域区理処帯世112,75

118,814 人

※平成３１年４月１日現在

　（２）　収集・運搬計画

廃 棄 物 の

搬 入 先

　 市 街 地 週２回 環 境

t671,91ンーリクンョシーテスみご燃可

農村地区 週１回 セ ン タ ー

　 市 街 地 月２回 環 境

不燃ごみ ステーション (繁忙期を除く） ク リ ー ン 1,363t

農村地区 月２～３回 セ ン タ ー

制込申　  　 環 境

大型ごみ による 全市域 随　時 ク リ ー ン 240t

戸別収集  　 セ ン タ ー

　 リ サ イ ク ル

t318回２月域市全ンョシーテス物源資

セ ン タ ー

　 リ サ イ ク ル セ

危険ごみ ステーション 全市域 月２回 ン タ ー 及 び 75t

再 生 事 業 者

小型家電 拠点回収 － 随　時 認 定 事 業 者 36t

古布 拠点回収 － 随　時 再 生 事 業 者 36t

　 境環とご所業事

t623,9ンーリク時　随域市全みご燃可

ータンセ別　　　　個

　 境環とご所業事

t768ンーリク時　随域市全みご燃不

ータンセ別　　　　個

31,932t

　 化浄制込申

ℓk771,2時　随域市全るよに

ータンセ集収別戸

化浄制込申　

ℓk192,1時　随域市全るよに

ータンセ集収別戸

3,468kℓ

◎ 資源物は、びん類、かん類、紙パック、ペットボトル、白色トレイの５品目

◎ 危険ごみは、スプレー缶、ガスカセット缶、乾電池、水銀体温計、水銀温度計、ライター、蛍光管の７品目

ⅡⅡ　ごみ及びし尿処理

市

市

計

市

し
　
尿
　
関
　
係

し　　　　　尿

（委託業者）

浄化槽汚泥 許可業者

事  業  者
事

業

系

許可業者

事  業  者

許可業者

計

市

（委託業者）

市

（委託業者）

市

（委託業者）

収 集 方 法 収 集 区 域 収 集 回 数 収  集  量
主　　　　体

市

家
　
 
 
 

庭
 
 
 
　
系

面　 積

世帯数

人　 口

廃 棄 物 の 種 類
収集・運搬

ご
　
　
み
　
　
関
　
　
係

（委託業者）

市

（委託業者）



２　ごみ処理実績
　（１）　収 集 量

119,640 119,008 118,784 118,700 118,814

(120,335) (119,587) (119,250) (118,979) (118,971)

（t） 33,850 33,082 32,387 32,885 33,398

（t） 29,326 28,779 28,270 28,713 28,879

　 委 託 収 集 19,446 19,025 18,556 18,761 18,559

　 家 自 己 搬 入 363 354 335 391 423

内 庭 不 適 正 排 出 5 3 3 4 3

系 その他（不法投棄・環境清掃） 28 27 32 25 28

小 計 （ Ａ ） 19,842 19,409 18,926 19,181 19,013

訳 許 可 業 者 9,220 9,044 9,065 9,248 9,500

　 自 己 搬 入 264 326 279 284 366

小 計 （ Ｂ ） 9,484 9,370 9,344 9,532 9,866

（t） 3,500 3,339 3,190 3,252 3,496

　 委 託 収 集 （ 不 燃 ） 1,520 1,405 1,285 1,231 1,225

家 委 託 収 集 （ 大 型 ） 237 217 228 248 249

内 庭 自 己 搬 入 792 762 740 887 1,016

系 不 適 正 排 出 6 5 3 6 5

その他（不法投棄・環境清掃） 13 9 9 6 8

小 計 （ Ｃ ） 2,568 2,398 2,265 2,378 2,503

訳 許 可 業 者 886 866 832 839 884

　 自 己 搬 入 46 75 93 35 109

小 計 （ Ｄ ） 932 941 925 874 993

資源物収集量（残渣含む）（Ｅ）　　　　　 （t） 853 807 787 782 766
家
庭
系

委 託 収 集 853 807 787 782 766

（t） 73 72 72 73 78

711）t（

（t） 57 43 35 34 32

（t） 41 42 33 31 30

（t） 23,434 22,771 22,118 22,479 22,422

（t） 10,416 10,311 10,269 10,406 10,976

（t） 64.2 62.2 60.6 61.6 61.4

537 523 510 519 517

(534) (520) (508) (518) (516)

集団資源回収量（Ｋ）　　　　　　 　　　　  （t） 7,725 7,274 6,864 6,577 4,802

集団資源回収量を含めた家庭系ごみ

家庭系ごみ排出量（Ａ+Ｃ+Ｅ+Ｆ+Ｇ+Ｈ+Ｋ） （t） 31,159 30,045 28,982 29,056 27,224

家庭系ごみ１日当たり排出量（Ｌ） 　　 （t） 85.4 82.1 79.4 79.6 74.6

714 690 668 671 628

(709) (686) (666) (669) (627)

定確未146646066866）g（　均平国全参

定確未466566876586）g（　均平道全考

※ 人口は各年度末の住民基本台帳による

　　総収集量（Ａ+Ｂ+Ｃ+Ｄ+Ｅ+Ｆ+Ｇ+Ｈ+Ｓ）　　

事
業
系

危険ごみ収集量(家庭系）（Ｆ）　 　　　　

　　災害廃棄物（事業系）（Ｓ）

２７２６

（人）

　　家庭系ごみ１人１日当たり排出量(Ｍ)
　　下段（　）書きは１０月１日現在の人口で除した数値

（g）

事業系ごみ排出量　（Ｂ＋Ｄ＋Ｓ）　　　　　　

（g）

　  古布（拠点回収）（Ｈ）　　

可 燃 ご み 収 集 量　（Ａ＋Ｂ）　　　　　

家庭系ごみ１日当たり排出量（Ｉ）　　 　

　　家庭系ごみ１人１日当たり排出量（Ｊ）
　　下段（　）書きは１０月１日現在の人口で除した数値

　  小型家電（拠点回収）（Ｇ）　　

家庭系ごみ排出量　（Ａ＋Ｃ＋Ｅ＋Ｆ+Ｇ+Ｈ）

３０

事
業
系

２９

不 燃 ご み 収 集 量　（Ｃ＋Ｄ）　　　　　

　　行政区域内人口※
　　下段（　）書きは１０月１日現在

２８
　　項　　　　　目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　度



　（２）　処理・処分量 （単位：ｔ）

総処理・処分量 　①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧ 38,604 37,637 36,832 37,368 38,009

委 託 収 集 19,446 19,025 18,556 18,761 18,559

自 己 搬 入 363 354 335 391 423

可 そ の 他 33 30 35 29 31

計 19,842 19,409 18,926 19,181 19,013

燃 許 可 業 者 9,220 9,044 9,065 9,248 9,500

　 自 己 搬 入 264 326 279 284 366

ご 計 9,484 9,370 9,344 9,532 9,866

2,387 2,321 2,244 2,313 2,413

み 101 104 106 104 90

　 2 2 2 2 2

31,816 31,206 30,622 31,132 31,384

　 　 委 託 収 集 ( 不 燃 ） 1,520 1,405 1,285 1,231 1,225

　 家 委 託 収 集 ( 大 型 ） 237 217 228 248 249

庭 自 己 搬 入 736 752 721 863 951

不 系 そ の 他 18 13 12 11 12

計 2,511 2,387 2,246 2,352 2,437

　 事 許 可 業 者 885 863 832 839 879

業 自 己 搬 入 41 61 60 31 46

燃 系 計 926 924 892 870 925

3,437 3,311 3,138 3,222 3,362

家 自 己 搬 入 56 10 19 24 65

　 庭 そ の 他 1 1 - 1 1

ご 系 6652911175計

事 許 可 業 者 1 3 - - 5

業 自 己 搬 入 5 14 33 4 63

　 系 86433716計

み 63 28 52 29 134

1,620 1,515 1,532 1,506 1,521

644 613 553 559 585

- - - - -

2,327 2,156 2,137 2,094 2,240

災害廃棄物 - - - - 117

- - - - 117

委 託 収 集 853 807 787 782 766

委託収集（過年度収集保管分） - - 9 - -

小 計 ⑤ 853 807 796 782 766

委 託 収 集 73 72 72 73 78

委託収集（過年度収集保管分） - - - - -

小 計 ⑥ 73 72 72 73 78

ボ ッ ク ス 回 収 57 43 35 34 32

小 計 ⑦ 57 43 35 34 32

ボ ッ ク ス 回 収 41 42 33 31 30

小 計 ⑧ 41 42 33 31 30

３０２９２８２７２６

家

庭

系

路 盤 材 （ ス ラ グ 等 ）

小 計 ③

資 源 物 残 渣

危 険 ご み 残 渣

家

庭

系

破 砕 可 燃 物

事
業
系 小 計 ④

家
庭
系

家
庭
系

事
業
系

　　項　　　目

危
険
ご
み

資

源

物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　度

環
境
ク
リ
|

ン
セ
ン
タ
|

環
境
ク
リ
|

ン
セ
ン
タ
|

小 計

リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ

溶融施設不適物・残渣

破砕施設不適物・残渣

最

終

処

分

場

小 計 ①

処

理

業

者

小
電

古
布

処

理

業

者

家
庭
系

処
理
業
者
外

処

理

業

者

小 計 ②



　（３）　ごみ処理の流れ （平成３０年度）　

総排出量 38,200t

(33,398t)

みご系業事みご系庭家

t679,01t224,22

みご燃可みご燃可

t668,9t310,91

みご燃不みご燃不

t011,1t452,2

大型ごみ

249t

資源物

766t

危険ごみ

78t

3※者業理処間民電家型小

t711t23

物棄廃害災布古・着古

t711t03

直接最終処分量 直接資源化量 ※4

t492※)t820,33(t335,53t431

家庭系ごみ リサイクルセンター 乾電池

設施砕破設施融溶t66 787t   ※1 29t

管光蛍物源資t263,3t483,13みご系業事

t5t357みご系庭家みご系庭家t86

電家型小みご険危t734,2t310,91

t23t43みご系業事みご系業事

布古・着古渣残理処物源資t529t668,9

t82)t09(物燃可砕破

2,413t 危険ごみ処理残渣

)t2(渣残理処物源資

90t

危険ごみ処理残渣

2t 次年度保管量

25t 0.00065445

中間処理後最終処分量 中間処理減量化量

2,106t 27,800t

溶融施設残渣 減量化率 ※5 リサイクルセンター

t596設施砕破設施融溶%8.27t125,1

クッパ紙t463t360,2渣残設施砕破

t11鉄グラスt585

類んびt892t487,1）グラス（材盤路

t152ミルアスクッミミルア・鉄t0

類んかt92t972

t801電家型小

ルトボトッペt73

282t

白色トレイ

11t

スプレー缶

32t

最終処分量
2,240t

最終処分率 ※7 ※6
5.9% 100.0%

※２  中間処理量( )書き数値には破砕可燃物、資源物処理残渣、危険ごみ処理残渣は含まない
※３　災害廃棄物 ： 平成３０年度江別市災害廃棄物処理事業で民間処理業者に委託した廃棄物
※４  直接資源化量 ： 市中間処理施設での処理を経ずに再生業者等により処理される量
※５  減量化率 ： 中間処理量の※２の数値を排出量で除した値
※６  リサイクル率 ： 総資源化量を排出量で除した値
※７  最終処分率 ： 最終処分量を排出量で除した値

リサイクル率
21.3%

※１　リサイクルセンターの中間処理量には（ ）書き数値は含まれない

環境クリーンセンター

中間処理後再生利用量

3,122t

環境クリーンセンター

総資源化量
8,135t

中間処理量

１人１日当たり　881ｇ

（家庭系　628ｇ）

量収回源資団集量理処画計

t208,4t893,33



３　し尿処理実績

　（１）　収集・処理量
　　　 年　　度　

２６ ２７ ２８ ２９ ３０
　 項　　目

119,640 119,008 118,784 118,700 118,814

内 し 尿 収 集 人 口 （ 人 ） 1,197 1,127 1,120 1,108 1,106

訳 浄 化 槽 人 口 （ 人 ） 2,383 2,412 2,524 2,526 2,485

2,309 2,243 2,190 2,164 2,148

2,309 2,243 2,190 2,164 2,148

3,622 3,428 3,419 3,449 3,560

234.0 242.0 250.5 251.5 252.0

6.3 6.1 6.0 5.9 5.9

5.26 5.41 5.36 5.32 5.33

内 仮設トイレ処理件数（件） 1,406 1,369 1,412 1,536 1,703

数 仮 設 ト イ レ 処 理 量 （ k ℓ ） 323.5 343.4 306.4 332.8 343.7

1 1 1 1 1

1,311 1,322 1,306 1,291 1,314

※　人口は、各年度末の住民基本台帳による

※　１日当たり排泄量は、「処理量÷暦日数」で算出

※　１人１日当たり排泄量は、「１日当たり排泄量÷し尿収集人口」で算出

　（２）　し尿処理量・浄化槽汚泥処理量の推移

１ 人 １ 日 当 た り 排 泄 量 （ ℓ ）

委 託 収 集 車 両 台 数 （ 台 ）

浄 化 槽 汚 泥 処 理 量 （ k ℓ ）

行 政 区 域 内 人 口 （ 人 ）

委 託 収 集 量 （ k ℓ ）

委 託 処 理 量 （ k ℓ ）

処 理 件 数 （ 件 ）

稼 動 日 数 （ 日 ）

１ 日 当 た り 排 泄 量 （ k ℓ ）

2,309 2,243 2,190 2,164 2,148

1,311 1,322 1,306 1,291 1,314

0

1,000

2,000

3,000

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

（単位：kℓ）

し尿処理量

浄化槽汚泥処理量



１　平成３１年度当初予算・平成３０年度決算

　（１）　歳　入　の　状　況 （単位：千円）

１３　　度　年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

区　分 （当初予算）

485,224988,904195,304574,793847,693計　料数手　

927,704210,593607,883738,283882,183計　みご　

　家庭系廃棄物処理手数料 270,384 272,107 276,412 279,053 291,778

　事業系廃棄物処理手数料 110,904 110,730 112,294 115,959 115,951

985,41948,41916,41126,41771,51計　尿し　

　事業系廃棄物処理手数料 4,627 4,571 4,519 4,599 4,519

070,01052,01001,01050,01055,01入収紙証理処尿し　

　一般廃棄物処理業等申請手数料 283 17 266 28 266

　行政財産使用料（自動販売機等） 107 97 96 96 94

1,027 1,155 1,341 4,847 1,351

-68185576）金託委務事（金出支道　

808,2908,2908,2908,2908,2入収付貸地土　

273 50 46 47 45

　基金繰入金（廃棄物処理施設整備基金） 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

263983189693287）入収料告広（入雑　

692,31097,31417,41038,01767,31）入収払売物源資（入雑　

　雑入（一般廃棄物処理他団体負担金） 39,181 38,329 39,084 39,257 41,250

　雑入（分別適合物処理収益分担金） 8,772 6,823 10,259 8,827 5,927

　雑入（再商品化合理化拠出金収入） 177 20 93 26 1

-----）入収い払売土盛（入雑　

　備荒資金組合超過納付金返還金 - 6,000 - - -

- - - - 2,500

1,316,787 1,306,997 1,301,199 1,293,602 1,340,803

２7

489,039

1,796,036

　基金積立金利子収入（廃棄物処理施設整備基金）

一 般 財 源

  国庫支出金（衛生費補助金）

　市債（衛生債）

計合

488,710

1,805,497

計小

ⅢⅢ　予算・決算・原価計算

515,218

1,856,021

３０

498,095

1,799,294

２８

505,063

２９

1,798,665



　（２）　歳　出　の　状　況
　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度 ３１
区　分 (当初予算)

104,011 106,062 103,786 107,406 103,984
391,889 388,830 394,128 396,467 405,200
983,461 981,547 982,895 990,644 1,000,550
56,229 51,546 51,148 48,648 55,160

114,633 115,920 118,982 107,171 120,077
－ － － － －

155,274 152,131 148,355 148,328 171,050

２　収集運搬業務委託経費

区　分

220,180 220,116 217,372 220,058 224,121

19,199 18,785 18,318 18,518 18,305

26,758 29,911 29,160 29,086 32,938

1,473 1,365 1,246 1,192 1,183

31,345 31,445 31,053 31,382 23,271

237 217 228 248 249

26,567 25,693 25,373 25,833 24,345

818 774 757 752 737

26,567 25,693 25,373 25,833 24,345

73 72 72 73 78

13,761 13,422 13,254 8 13,605

329 313 306 311 319

15,930 15,941 15,714 15,790 15,984

2,309 2,243 2,190 2,164 2,148

　 313,833

21,892

３　処理業務委託経費

　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度
区　分

977,374 975,365 973,488 974,924 975,758

882,767 882,767 882,768 882,767 882,767

94,607 92,598 90,720 92,157 92,991

33,671 32,957 32,288 32,798 33,183

55,058 58,309 57,834 59,400 60,705

854 816 829 790 787

※クリーンセンター運営委託変動費の単価は、トン当たり２，６０２円（税抜き)

資 源 物 収 集 委 託 費 （ 千 円 ）

資 源 物 収 集 量 （ ｔ ）

危 険 ご み 収 集 量 （ ｔ ）

２６

可 燃 ご み 収 集 量 （ ｔ ）

不燃ごみ収集委託費（千円）

職 員 給 与 費 （ 人 件 費 ）

資源物等受入量（ｔ）

不 燃 ご み 収 集 量 （ ｔ ）

運営委託固定費（千円）

農村地区収集委託費（千円）

農 村 地 区 収 集 量 （ ｔ ）

危険ごみ収集委託費（千円）

運営委託変動費（千円）

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ運営委託費（千円）

し 尿 収 集 量 （ ｋ ℓ ）

ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ運営委託費（千円）

大型ごみ収集委託費（千円）

大 型 ご み 収 集 量 （ ｔ ）

可燃・不燃ごみ受入量（ｔ）

可燃ごみ収集委託費（千円）

リ サ イ ク ル 推 進 費

２６

し 尿 収 集 委 託 費 （ 千 円 ）

２７

２７

２７

小 計

清 掃 総 務 費
ご み 処 理 費
焼 却 処 理 場 費

　　　　　　　　　　　　　　　年　度

し 尿 処 理 費

労 働 振 興 費

1,805,497合 計

1,650,223

２８

1,650,939

1,799,294

２８

２９

1,643,905

1,796,036

２８

(単位:千円)

1,684,971

1,856,021

３０

３０

３０

1,650,337

1,798,665

２９
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１　ごみの減量・リサイクルの状況

　（１）　資源化量の状況 （単位：ｔ）

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

893,33588,23783,23280,33058,33）A（　　量理処画計 

716,3621,5583,5577,5303,6類紙古 

847359669359329類んび 

373234844554334類属金 

4666561966類　布 

208,4775,6468,6472,7527,7計　合 

9262727282池電乾 

56799管光蛍 

53 40 32 29 32

40 41 33 30 28

491999711031計　合 

(1) (1) (1) (1) (1)

1111211131クッパ紙 

152822952632432類んび 

801311511211911類んか 

282882092403133ルトボトッペ 

1121416171イレト色白 

 一時貯留分 6 0 0 0 0

2323131313鉄 

596486127017157計　小 

)09()401()601()401()201(渣残　※ 

487,1747,1066,1370,3281,2グラス 

 鉄・アルミミックス 422 370 327 310 279

892092082013643鉄 

9202718112ミルア 

7304449493電家型小

724,2704,2823,2028,3010,3計　小 

221,3190,3940,3035,4167,3計　合 

 災害廃棄物 0 0 0 0 117

 7110000計　合 

11,616 11,921 10,012 9,759 8,135

41,575 40,356 39,251 39,462 38,200

　リサイクル率 ((F)/(G))　　　 　 (％) 27.9 29.5 25.5 24.7 21.3

参  全国平均(％) 20.6 20.4 20.3 20.2 未確定

考  全道平均(％) 24.6 24.3 24.3 24.3 未確定

ⅣⅣ　ごみの減量・リサイクル等

資 源 化 量 ((B)+(C)+(D)+(E)) (F)

　排出量　（（A）＋（B）） 　　     （G）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　度
　区　　分

集
団
資
源
回
収
量
(B)

直
接
資
源
化
量
(C)

 ※　残渣

処
理
後
再
生
利
用
量
(D)

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

環
境
ク
リ

ン

　
　
　
セ
ン
タ

小型家電

古布

処理業者(E)



　（２）　生ごみ減量・堆肥化支援事業の実施状況 （単位：基）

16 17 20 19 15

20 11 6 9 9

63 43 38 30 34

-               -               - - -

※　電気式生ごみ処理機は、１基につき購入費の１／３助成（上限２０,０００円）(平成２４年度で助成廃止）
※　ダンボール式、密閉式、コンポストの各堆肥化容器は、１基につき１，０００円助成

　（３）　集団資源回収の実施状況

　①　登録・実施団体数 （単位：団体）

　　 自 治 会 139 140 141 142 143

女 性 部 6 5 6 8 7

登 録 団 体 Ｐ Ｔ Ａ 45 44 42 42 41

そ の 他 37 37 37 37 37

合 計 227 226 226 229 228

４ 月 ～ ９ 月 213 209 208 209 211

10 月 ～ ３ 月 210 209 209 211 211

　②　回収量

716,3621,5583,5577,5303,6類紙古

新 聞 紙 4,114 3,734 3,447 3,337 2,332

雑 誌 551 497 476 396 282

ダ ン ボ ー ル 1,591 1,501 1,422 1,353 974

牛 乳 パ ッ ク 46 43 40 40 29

そ の 他 1 0 0 0 0

847359669359329類んび

一 升 び ん 41 40 36 34 22

ビ ー ル び ん 16 15 13 13 9

清涼飲料びん 2 2 2 3 2

そ の 他 の び ん 46 49 47 41 32

カ レ ッ ト 818 847 868 862 683

373234844554334類属金

ア ル ミ 缶 118 115 101 92 67

ス チ ー ル 缶 82 83 80 82 61

非 鉄 金 属 1 1 1 1 2

鉄 く ず 232 256 266 257 243

そ の 他 0 0 0 0 0

4666561966類布

合 計 7,725 7,274 6,864 6,577 4,802

３０

３０

３０

２９

２９

２９

２６

８２６２

２８

２８２７

２７

２７

年　　　度

２６

区　　　分

電 気 式 生 ご み 処 理 機

実 施 団 体

コ ン ポ ス ト 堆 肥 化 容 器

区　　　分

ダ ン ボ ー ル 式 堆 肥 化 容 器

密 閉 式 堆 肥 化 容 器

区　　　分

年　　　度

年　　　度



　（４）　リサイクルバンク事業の実施状況

　　①　利用状況 （単位：点）

36 55 48 34 50

1,393 1,333 1,238 1,222 1,087

1,357 1,331 1,237 1,206 1,099

17 9 15 0 0

55 48 34 50 38

6,855人 6,432人 6,063人 5,324人 4,692人

）点：位単（数品供提規新　②　　

　  机 59 42 53 61 57

 食器棚 35 41 36 15 17

 テーブル 125 109 109 99 100

家　 具　 類  本棚 35 33 34 26 21

 ベッド 104 92 120 91 96

 ソファー 72 89 70 86 57

 サイドボード 14 9 7 2 4

 タンス 84 68 81 80 62

　  スケート 1 2 5 1 1

スポーツ用品  スキー 126 132 85 116 118

 自転車 32 22 31 23 41

77 58 71 103 56

629 636 536 519 457

1,393 1,333 1,238 1,222 1,087

　（５）　マイバッグの持参状況　

90.1% 90.2% 89.6% 89.1% 88.9%

13店舗 12店舗 12店舗 12店舗 12店舗

　（６）　廃食用油の回収状況

10,843ℓ 11,029ℓ 12,179ℓ 12,852ℓ 14,356ℓ

9店舗 9店舗 9店舗 9店舗 9店舗

※平成２６年１月にそれぞれ１店舗閉店

２９
区　　　分

回 収 量

回 収 店 舗 数

２６ ２７ ２８

持 参 率

協 定 参 加 店 舗 数

年　　　度

２６ ２７

子 ど も 用 品

そ の 他

合 計

区　　　分
年　　　度

２６ ２７ ２８ ２９

来 場 者 数

区　　　分
年　　　度

前 年 度 か ら 繰 越

新 規 提 供

再 利 用

廃 棄

翌 年 度 繰 越

区　　　分
年　　　度

３０

３０

３０

３０

２６ ２７ ２８ ２９

２８ ２９



２　啓発事業の実施状況

　（１）　えべつ環境広場

　　　　環境に関する活動をしている市民、団体が集まり、環境についての情報交換や活動発表の場として、環境

　　月間に合わせて開催されるもので、共催団体として参加。

　平成３０年６月１６日（土）午前１０時～午後８時００分

 　　         　６月１７日（日）午前１０時～午後４時３０分

場 所 野幌公民館

入場者数 約６７０人

主 催 えべつ地球温暖化対策地域協議会

内 容 各団体によるパネル展示、体験講座、講習会、その他の催し

・食材使いきりレシピ講習会

※食品ロスの発生抑制の啓発

・都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト 　

※小型家電の回収及び資源化の啓発

　（２）　広報等の実施状況

　　ホームページでの情報提供 食材使いきりレシピなど（随時）

家庭ごみ排出量とごみ処理費用、食べきり・使いきりレシピなど（１月）

　　集団資源回収のパンフレット

ごみ処理施設見学者などに配布（６月）

　　自治会回覧による啓発 宴会料理の食べきり、野菜の使いきり・食べきりレシピ特集など（１１月）

集団資源回収の仕組み、品目、Ｑ＆Ａなど（５月）

ごみ出しアプリ、食品ロスの削減、指定ごみ袋無償交付案内など（９月）

開 催 日

　　ごみコミえべつ６３号

　　ポスター掲示による啓発

　　収集日カレンダー 平成３０年１０月～平成３１年９月のごみ・資源物の収集日の案内（９月）

　　ごみ処理のパンフレット

　　ごみコミえべつ６１号 各種ごみの出し方、ごみ出しアプリなど（４月）

　　ごみコミえべつ６２号

宴会料理の食べきり、野菜の使いきり・食べきりレシピ特集など（１１月）



３　その他

　○江別市廃棄物減量等推進審議会

　①　設置の趣旨

　②　審議内容（平成３０年度）

開催年月日 開催場所

H30.8.2
勤労者研修

センター

H30.10.15 市民会館

　③　構成委員（令和元年１０月１日現在）

◎ 押谷　　一  酪農学園大学 ○ 内海　信雄  江別市自治会連絡協議会

会協者費消別江 みぐめ　瀬河学大院学幌札 己雅　川浅

林倉　泰介  江別リサイクル事業協同組合 津嶋　繁明  江別商工会議所

星　　優子  日本ﾘｻｲｸﾙﾈｯﾄﾜｰｸ・えべつ 千葉　幸子  江別市女性団体協議会

募公民市般一 美恵　浦梶所議会年青別江 

募公民市般一 夫和　井中募公民市般一 合百小　田塚

名３１　　計　募公民市般一 一章　岡藤

※ 学識経験者、民間諸団体等の代表者、市民公募により構成
※ ◎会長、○副会長

等容内議審数回

・平成２９年度江別市ごみ排出量等の実績値について

・江別市災害廃棄物処理計画の策定について

第３回

第２回

難波　　淳

氏 名 所 属 又 は 勤 務 先 等 氏 名 所 属 又 は 勤 務 先 等

市民会館第４回 H31.1.23
・江別市災害廃棄物処理計画（案）のパブリックコメント結果について

・平成３０年度ごみ排出状況について

第１回 H30.6.6

・江別市災害廃棄物処理計画パブリックコメント（案）について

・江別市一般廃棄物処理基本計画の施策進捗状況について野幌公民館

・江別市災害廃棄物処理計画（素案）について

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第５条の７及び江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する

条例第６条の規定に基づき、本市の清掃行政を推進するに当たって、ごみの減量、資源化・再利用及び適正処理に

関する事項について審議し、施策に反映させることを目的に、市長の諮問機関として設置。



１　参考資料

　（１）　浄化槽設置状況

新　設 廃　止 増　減
7 0 7

　（３）　浄化槽設置内訳
人　槽　 1～ 11～ 21～ 51～ 101～ 201～ 301～ 501～ 1001～

　区　分 10 20 50 100 200 300 500 1000 2000
275 21 38 8 4 0 1 0 0
401 7 14 10 6 1 2 0 1
676 28 52 18 10 1 3 0 1

　（４）　一般廃棄物（新篠津村）の処理受託状況
年　度　

　区　分
可　 燃 受入量
ご　 み 負担金
不　 燃 受入量
ご　 み 負担金
危　 険 受入量
ご　 み 負担金

受入量
負担金

※ 平成３０年度受入単価は、可燃・不燃ごみ44.06円/㎏、危険ごみ177.08円/㎏、し尿等9.71円/ℓ

　（５）　清掃施設見学者の状況

　（６）　不法投棄処理件数

※ 主な回収物（平成３０年度）
　　タイヤ（142本）、テレビ（23台）、冷蔵庫（11台）、洗濯機（3台）、ストーブ（6台）、自転車（66台）等

　（７）　ごみステーション設置数

　（８）　ごみ不法投棄等の対応状況(平成３０年度）
置設所ヵ68  板看用止防棄投法不・　　

　　・不法投棄防止啓発用看板(小学生作成）   10ヵ所 設置
　　・不法投棄防止啓発のぼり幕   25ヵ所 （ 97枚） 設置

置設）枚12 （所ヵ7幕りぼの止防き焼野・　　

　（９）　カラス除けサークルの年度別貸与状況

ⅤⅤ　資料・関係規定

279件

３０

6,253ヵ所

３０

18基

28,311,634円
74,080㎏

3,263,960円
3,180㎏

563,112円

３０

（単位：基） （２）　合併処理浄化槽補助実績
３ ０ 年 度 末 ２ ９ 年 度 末 ３ ０ 年 度 増 減 実 績 ８年度～３０年度 ３１年度

設 置 基 数 設置基数（見込）
基01基153287987

設 置 基 数 設 置 基 数

（単位：基）

単　　独
合　　併
合　　計

合　計

347
442
789

641,110㎏

　

２６ ２７ ２８ ２９ ３０

642,570㎏
29,249,696円 28,252,481円 27,561,315円 28,825,081円

663,710㎏

3,463,899円 3,353,180円

651,120㎏655,510㎏

3,356,229円
78,600㎏ 77,800㎏ 78,070㎏ 76,860㎏

1,037人

３０

3,402,588円

414,440円

5,493,427円

2,450㎏ 2,210㎏ 2,930㎏ 2,070㎏
354,283円 480,577円 330,950円

２７ ２８ ２９

685,100ℓ 739,700ℓ 706,220ℓ
7,220,949円 6,930,984円 6,525,467円

733,110ℓ
7,118,493円

し尿等
679,040ℓ

人 数 1,461人

年 度 ２６

1,026人 988人 962人

年 度 ２６ ２７ ２８ ２９

処 理 件 数 416件 287件 264件 210件

２７ ２８ ２９

設 置 数 6,080ヵ所 6,093ヵ所 6,149ヵ所 6,207ヵ所

年 度 ２６

年 度 ２６

２７ ２８ ２９

貸 与 数 66基 54基 25基 43基
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　（１１）　ダイオキシン類濃度測定結果
○環境クリーンセンターのダイオキシン類濃度測定結果

区分

年度

平成２６年度 　 0.0029 0.0047 0 0.63

平成２７年度 　 0.000020 0.00000041 0 0.60

平成２８年度 　 0.000021 0.00000012 0 2.30

平成２９年度 　 0.0023 0.0013 0 0.30

平成３０年度 　 0.00050 0.00082 0 1.00

○八幡最終処分場の放流水・地下水のダイオキシン類濃度測定結果（単位：ｐｇ－ＴＥＱ／Ｌ）

区分

年度

平成２６年度 　 0.00086 0.073 0.075

平成２７年度 0.036 0.073 0.081

平成２８年度 0.0033 0.076 0.072

平成２９年度 0.0017 0.072 0.073

平成３０年度 0.0017 0.071 0.073

○一般廃棄物最終処分場の放流水・地下水のダイオキシン類濃度測定結果（単位：ｐｇ－ＴＥＱ／Ｌ）

区分

年度

平成２６年度 　 0.00044 0.030 0.043

平成２７年度 0.00094 0.042 0.045

平成２８年度 0.00009 0.029 0.029

平成２９年度 0.00021 0.042 0.042

平成３０年度 0.000030 0.049 0.042

※ｎｇ（ナノグラム） = １０億分の１グラム 　

※ｐｇ（ピコグラム） = １兆分の１グラム

毒性等量（ダイオキシン類のうち最も毒性の強い「２，３，７，８－四塩化

ジベンゾ－パラージオキシン」の毒性を１として、他のダイオキシン類の

毒性の強さを換算し、合計した値）

　（１２）　一般廃棄物最終処分場の埋立状況

区　分　

　年　度
平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

※埋立量 　 ：重量（ｔ）からの換算値
※残余容量 ：メッシュ法測量による実測値（翌年度5月に実施）

26,772 34

2,912 24,417 31

41

2,796 29,555

2,885 32,165

38

2,757

埋立容量　78,000㎥

埋立量
（㎥）

残余容量
（実測値㎥）

残余率
（％）

放 流 水
地    下    水

排出基準：1.0（※環境基準）

排出基準：10.0 上 流 側 下 流 側

溶融スラグ 脱塩残渣

放 流 水
地    下    水

排出基準：1.0（※環境基準）

排出基準：10.0 Ａ Ｂ

１系 ２系

排　　ガ　　ス ば　　い　　塵

単位　：　ｎｇ－ＴＥＱ／Ｎ㎥ 単位　：　ｎｇ－ＴＥＱ／ｇ

排出基準 ： 1.0（※市の目標値：0.05） 排出基準 ： 3.0

※ＴＥＱ（ティー・イー・キュー）　 　    =

4,087 35,253 45



　（１３）　一般廃棄物処理業許可業者及び委託業者　（令和元年１０月１日現在）　

　　○ 許可業者 

業種区分

⑤　①８１の地番４６山角市別江栄 豊 )有(

①７２の地番９６山角市別江)株(掃清別江

①４１の地番５２町栄工市別江)株(理管ルビ別江

④　①３の地番６町栄工市別江)株(生衛央道

④　①９の地番１２町栄工市別江水理道海北 )株(

①１の地番１２町栄工市別江イタッニ )株(

①６の地番２４町西別江上市別江組川石 )株(

②３の地番３１町栄工市別江)株(輸運光八

⑧ ⑥ ⑤ ③４の地番９６山角市別江)株(発開山角

③５１の地番５０３太別江市別江翔北 )株(

④地番041目丁51東条1北区央中市幌札業企清公合組業協

④５地番７４６町珠丘区東市幌札)株(業工生衛道海北

⑤７地番２４５町向幌上市沢見岩)株(ルアリテマ和昭

⑤４地番５川静字市牧小苫Ｒ＆Ｃ )株(

(株) 協和環境サービス 札幌市厚別区厚別中央３条２丁目１番４１号 ⑤　⑦

業種区分 ① ごみの収集・運搬

② ごみの収集・運搬（事業系廃棄物に限定）

③ ごみの収集・運搬（取扱廃棄物を限定）

④ し尿、浄化槽汚泥の収集・運搬及び浄化槽清掃

⑤ 中間処理（破砕・選別：取扱廃棄物を限定）

⑥ 中間処理（焼却：取扱廃棄物を限定）

⑦ 中間処理（堆肥化：取扱廃棄物を限定）

⑧ ＲＰＦの製造（取扱廃棄物を限定）

　　○ 委託業者

　≪ごみ収集・運搬委託≫ （可燃ごみ・不燃ごみ・大型ごみ・資源物・危険ごみ）

　　　　江別リサイクル事業協同組合 江別市工栄町１１番地の７ 電話　 ３８５－７１２４

（組合構成員）

(有) 豊 栄 江別市角山６４番地の１８

江別清掃(株) 江別市角山６９番地の２７

江別ビル管理(株) 江別市工栄町２５番地の１４

道央衛生(株) 江別市工栄町６番地の３

(株) 北海道理水 江別市工栄町２１番地の９

(株) ニッタイ 江別市工栄町２１番地の１

(株) 石川組 江別市上江別西町４２番地の６

　≪し尿収集･運搬委託≫

　　　　道央衛生（株） 江別市工栄町６番地の３ 電話　 ３８３－９０８０

384-2047

383-3261

385-1567

385-2669

385-3121

382-4367

385-6881

382-2081

384-2047

業 者 名 所 在 地 電 話

0144-56-4040

0126-26-3636

783-1432

221-8881

384-6955

383-9080

011-891-1101

383-9080

382-2081

385-6881

382-4367

業 者 名 所 在 地 電 話

385-1567

383-3261
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附則 

第１章 総則 

第１節 通則 

（目的） 

第１条 この条例は、廃棄物の発生を抑制し、資源化・再利用を促進するとともに、廃棄物を適正に

処理し、あわせて地域の環境を清潔に保つことによって、生活環境の保全及び公衆衛生の向上並び

に資源循環型社会の形成を図り、もって市民の健康で快適な生活を確保することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例における用語の意義は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137

号。以下「法」という。）の例による。 

２ この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

(１) 資源化・再利用 活用しなければ不要となる物若しくは廃棄物となる物を資源として利用し、

若しくは再び使用すること又は再生品等を使用することをいう。 

(２) 家庭系廃棄物 一般家庭の日常生活に伴って生じた廃棄物をいう。 

(３) 事業系廃棄物 事業活動に伴って生じた一般廃棄物をいう。 

第２節 関係者の責務 

（市の責務） 

第３条 市は、あらゆる施策を通じて、廃棄物の発生を抑制し、資源化・再利用を促進するとともに、



 

廃棄物の適正な処理を図らなければならない。 

２ 市は、廃棄物の処理に関する事業の実施に当たっては、処理施設の整備及び作業方法の改善を図

る等その効率的な運営に努めなければならない。 

３ 市は、廃棄物の発生の抑制、資源化・再利用の促進及び廃棄物の適正な処理に関する技術開発に

努めなければならない。 

４ 市は、廃棄物の発生の抑制、資源化・再利用の促進及び廃棄物の適正な処理について市民の意見

を聴く等市民の参加を求め、これを施策に反映させなければならない。 

（事業者の責務） 

第４条 事業者は、廃棄物の発生を抑制し、資源化・再利用を促進するよう努めなければならない。 

２ 事業者は、その事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければなら

ない。 

３ 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、その製品、容器等が廃棄物になった場合に

おいてその適正な処理が困難にならないようにしなければならない。 

４ 事業者は、廃棄物の発生の抑制、資源化・再利用の促進及び廃棄物の適正な処理の確保に関し市

の施策に協力しなければならない。 

（市民の責務） 

第５条 市民は、廃棄物の発生を抑制するとともに、資源化・再利用を図らなければならない。 

２ 市民は、その家庭系廃棄物を生活環境の保全上支障のない方法でなるべく自ら処分すること等に

より、廃棄物の減量に努めなければならない。 

３ 市民は、廃棄物の発生の抑制、資源化・再利用の促進及び廃棄物の適正な処理に関し市の施策に

協力しなければならない。 

第３節 廃棄物減量等推進審議会 

（設置） 

第６条 市長の諮問に応じ、本市における資源化・再利用並びに廃棄物の減量及び適正な処理に関す

る事項を審議するため、必要に応じ江別市廃棄物減量等推進審議会（以下「審議会」という。）を

置く。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 学識経験者 

(２) 民間諸団体等の代表者 

(３) 前２号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

３ 前項に定めるもののほか、審議会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

第２章 資源化・再利用の促進 

第１節 市の役割 

（意識啓発） 

第７条 市長は、資源化・再利用を促進するための技術、情報等を収集し、市民及び事業者に対し周

知すること等により、資源化・再利用の意識の啓発に努めなければならない。 

（経済的措置） 

第８条 市長は、資源化・再利用の促進に関する市民及び事業者の取組を助長するために必要と認め

るときは、適正な支援等その他の措置を講ずるよう努めなければならない。 

（財政上の措置） 

第８条の２ 市長は、資源化・再利用に関する施策を推進するため、必要な財政上の措置を講ずるよ

う努めなければならない。 

（指導又は助言） 

第９条 市長は、資源化・再利用の促進等に関し必要と認めるときは、市民及び事業者に対し、指導

又は助言を行うことができる。 

第２節 事業者の役割 

（廃棄物の発生の抑制等） 

第10条 事業者は、長期間使用可能な製品の開発、製品の修理体制の確保等廃棄物の発生の抑制に必



 

要な措置を講ずるよう努めなければならない。 

２ 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、再生資源（資源の有効な利用の促進に関す

る法律（平成３年法律第48号）第２条第４項に規定する再生資源をいう。）及び再生品を利用する

よう努めなければならない。 

（資源化・再利用の容易性の自己評価等） 

第11条 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、その製品、容器等の資源化・再利用の

容易性についてあらかじめ自ら評価し、資源化・再利用の容易な製品、容器等の開発を行うこと、

その資源化・再利用の方法についての情報を提供すること等により、資源化・再利用を促進しなけ

ればならない。 

（適正包装等） 

第12条 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、自ら包装、容器等に係る基準を設定す

る等により、その包装、容器等の適正化を図り、廃棄物の発生の抑制に努めなければならない。 

２ 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、資源化・再利用することが可能な包装、容

器等の普及に努めること、使用後の包装・容器等の回収策を講ずること等により、その包装、容器

等の資源化・再利用の促進を図らなければならない。 

３ 事業者は、市民が商品の購入に際し、適正な包装、容器等の商品を選択できるよう努めるととも

に、市民が包装、容器等を不要とし、又はその返却をする場合には、回収に努めなければならない。 

第３節 市民の役割 

（自主的活動への参加等） 

第13条 市民は、廃棄物の発生の抑制及び資源の有効利用を図るため、紙、金属、ガラス等の資源の

分別及び不用品・再生品の利用を行うとともに、資源回収等の自主的な活動に参加する等により、

資源化・再利用に努めなければならない。 

（商品の選択） 

第14条 市民は、商品を購入するに当たっては、当該商品の内容及び包装、容器等が廃棄物となった

場合を勘案し、資源化・再利用が容易な商品及び環境の保全に配慮した商品を選択するよう努めな

ければならない。 

第３章 廃棄物の適正処理 

第１節 適正処理困難物の抑制 

（処理困難性の自己評価等） 

第15条 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、その製品、容器等が廃棄物となった場

合における処理の困難性についてあらかじめ自ら評価し、適正な処理が困難にならないような製品、

容器等の開発に努めなければならない。 

２ 事業者は、物の製造、加工、流通、販売等に際して、その製品、容器等に係る廃棄物の適正な処

理方法についての情報を提供しなければならない。 

（適正処理困難物の指定） 

第16条 市長は、法第６条の３第１項の規定により環境大臣が指定するもののほか、一般廃棄物のう

ち製品、容器等で、本市の処理施設及び処理技術に照らし、適正な処理が困難となっているものを

適正処理困難物として指定することができる。 

２ 前項の適正処理困難物は、規則で定める。 

３ 市長は、適正処理困難物の製造、加工、流通、販売等を行う事業者に対して、その回収等の措置

を講ずるよう必要な協力を求めることができる。 

第２節 一般廃棄物の処理 

（一般廃棄物処理計画に基づく処理） 

第17条 市は、法第６条第１項の規定により定める一般廃棄物処理計画に基づき、総合的かつ適正な

一般廃棄物の処理を行うものとする。 

２ 前項の一般廃棄物処理計画のうち、市民及び事業者が廃棄物の適正な処理を行うために必要な排

出基準及び処理施設の受入基準は、規則で定める。 

（家庭系廃棄物の処理） 



 

第18条 市は、家庭系廃棄物（浄化槽に係る汚泥を除く。）を収集、運搬及び処分する。 

（市の処理施設に搬入できる事業系廃棄物） 

第19条 事業者は、その事業系廃棄物（浄化槽汚泥を含む。）を処分するため、市の処理施設に搬入

することができる。ただし、家庭系廃棄物の適正な処理に支障がないと認められる場合に限る。 

（排出基準の遵守義務等） 

第20条 市民は、自ら処分できない家庭系廃棄物については、必要な分別、減量のための処理等を行

い、第17条第２項に規定する排出基準を遵守してごみステーション等の排出場所に出さなければな

らない。 

２ 前項の排出場所のうち市の定期的な収集に係るごみステーションの位置は、ごみステーションを

利用しようとする者が市長と協議の上、定めるものとする。 

３ ごみステーションを利用する者は、ごみステーション及びその周辺を常に清潔にしておかなけれ

ばならない。 

（共同住宅のごみステーション等の設置） 

第21条 ４戸以上を有する共同住宅（事務所等を併用するものを含む。）を所有する者又は建築しよ

うとする者（以下「共同住宅所有者等」という。）は、その建築物又は建築物の敷地内に、規則で

定める基準に従い、ごみステーション等を設置しなければならない。 

（排出禁止物） 

第22条 市民は、市が行う家庭系廃棄物の収集に際して、次に掲げる廃棄物をごみステーションへ排

出してはならない。 

(１) 第17条第２項に規定する排出基準に適合しない廃棄物 

(２) 法第２条第３項に規定する特別管理一般廃棄物のほか、有害性、感染性、爆発性、引火性そ

の他危険性のある物又は著しく悪臭を発する物 

(３) 法第６条の３第１項の規定により環境大臣が指定するもの及び第16条第１項の規定により

指定する適正処理困難物 

(４) 収集、運搬又は処分に際し特別の取扱いを要する物で市長が別に定めるもの 

２ 市民は、前項各号に掲げる廃棄物で市の処理施設で処理可能な家庭系廃棄物を市の処理施設へ搬

入することができる。 

（改善措置等） 

第23条 市長は、市民が第20条、前条若しくは第26条第１項の規定に違反していると認めるとき、又

は事業者が第４条第２項若しくは第26条第１項の規定に違反していると認めるときは、当該市民又

は事業者に対し、期限を定めて改善その他必要な措置を命ずることができる。 

２ 市長は、前項の規定により命令を受けた市民又は事業者が当該命令に従わなかったときは、その

旨を公表することができる。 

（一般廃棄物の自己処理の基準） 

第24条 市民及び事業者は、自らその一般廃棄物の収集、運搬又は処分を行う場合には、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律施行令（昭和46年政令第300号。以下「政令」という。）第３条及び第４

条の２に定める基準に従わなければならない。 

（適正処理の把握） 

第25条 一般廃棄物の収集、運搬又は処分を他人に委託しようとする市民及び事業者は、当該一般廃

棄物が不適正に処理されることのないよう、その処理の状況等の把握に努めなければならない。 

（市の処理施設の受入基準） 

第26条 家庭系廃棄物又は事業系廃棄物（浄化槽汚泥を含む。以下この条において同じ。）を処分す

るため市の処理施設に搬入する者は、第17条第２項に規定する受入基準に従わなければならない。 

２ 市長は、市の処理施設に第17条第２項に規定する受入基準に適合しない家庭系廃棄物又は事業系

廃棄物を搬入する者に対し、分別、減量等に関する必要な事項を指示することができる。 

３ 市長は、家庭系廃棄物又は事業系廃棄物を市の処理施設に搬入する者が第17条第２項に規定する

受入基準に従わないときは、市の処理施設への搬入を拒否することができる。 

 （技術管理者の資格） 



 

第26条の２ 法第21条第3項に規定する条例で定める資格は、次のとおりとする。 

(１)  技術士法（昭和58年法律第25号）第２条第１項に規定する技術士（化学部門、上下水道部門又は  

衛生工学部門に係る第２次試験に合格した者に限る。） 

(２)  技術士法第２条第１項に規定する技術士（前号に該当する者を除く。）であって、１年以上廃棄

物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有するもの 

(３)  ２年以上法第20条に規定する環境衛生指導員の職にあった者 

(４)  学校教育法（昭和22年法律第26号）に基づく大学（短期大学を除く。次号において同じ。）の理

学、薬学、工学又は農学の課程において衛生工学又は化学工学に関する科目を修めて卒業した後、２

年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 

(５)  学校教育法に基づく大学の理学、薬学、工学、農学又はこれらに相当する課程において衛生工学

及び化学工学に関する科目以外の科目を修めて卒業した後、３年以上廃棄物の処理に関する技術上の

実務に従事した経験を有する者 

(６)  学校教育法に基づく短期大学（同法に基づく専門職大学の前期課程を含む。）又は高等専門学校

の理学、薬学、工学、農学又はこれらに相当する課程において衛生工学又は化学工学に関する科目を

修めて卒業した（同法に基づく専門職大学の前期課程を修了した場合を含む。）後、４年以上廃棄物

の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 

(７)  学校教育法に基づく短期大学（同法に基づく専門職大学の前期課程を含む。）又は高等専門学校

の理学、薬学、工学、農学又はこれらに相当する課程において衛生工学及び化学工学に関する科目以

外の科目を修めて卒業した（同法に基づく専門職大学の前期課程を修了した場合を含む。）後、５年

以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 

(８)  学校教育法に基づく高等学校又は中等教育学校において土木科、化学科又はこれらに相当する学

科を修めて卒業した後、６年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 

(９)  学校教育法に基づく高等学校又は中等教育学校において理学、工学若しくは農学に関する科目又

はこれらに相当する科目を修めて卒業した後、７年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事し

た経験を有する者 

(10)  10年以上廃棄物の処理に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 

(11)  前各号に掲げる者と同等以上の知識及び技能を有すると市長が認める者 

第３節 産業廃棄物の処理 

（産業廃棄物の処理に関する市長の指導監督） 

第27条 市長は、良好な生活環境の保全のため市の区域内において生ずる産業廃棄物の実態を把握し、

その適正な処理が行われるよう、事業者に対して必要な指導監督を行わなければならない。 

第28条及び第29条 削除 

第４章 地域環境の清潔保持 

（不法投棄の禁止等） 

第30条 何人も、法及びこの条例の規定に基づいて廃棄物を処理する場合を除くほか、市の区域内に

おいてみだりに廃棄物を捨ててはならない。 

２ 市長は、不法投棄防止のための監視を行い、不法投棄を行った者に原状回復をさせる等必要な措

置を講ずることができる。 

（清潔の保持） 

第31条 土地又は建物の占有者（占有者がない場合には管理者とする。以下「占有者等」という。）

は、その占有し、又は管理する土地、建物及びそれらの周囲の清潔を保ち、相互に協力して地域の

生活環境を保全するよう努めなければならない。 

２ 占有者等は、その管理する土地にみだりに廃棄物が捨てられないよう、適正な管理に努めなけれ

ばならない。 

（公共の場所の清潔の保持等） 

第32条 何人も、道路、公園、河川その他の公共の場所に紙くず、空き缶、吸い殻その他の廃棄物を

捨てたり、飼育するペット等のふんを放置する等により、当該公共の場所を汚してはならない。 

２ 土木、建築等の工事を行う者は、都市の美観を損なわないよう、工事に伴う土砂、がれき、廃材



 

等の整理に努めなければならない。 

 

第５章 生活環境影響調査結果の縦覧等 

（対象施設） 

第32条の２ 法第９条の３第２項（同条第９項において準用する場合を含む。以下同じ。）の規定に

よる同条第１項に規定する調査（以下「生活環境影響調査」という。）の結果を記載した書類の公

衆への縦覧及び意見書を提出する機会の付与の対象となる一般廃棄物処理施設は、次に掲げる施設

とする。 

(１)  政令第５条第１項に規定するごみ処理施設のうち焼却施設及び破砕施設 

(２) 政令第５条第２項に規定する一般廃棄物の最終処分場 

（縦覧） 

第32条の３ 市長は、法第９条の３第２項の規定により生活環境影響調査の結果を記載した書類を公

衆の縦覧に供するに当たっては、併せて法第８条第２項第２号から第９号までに掲げる事項を記載

した書類を公衆の縦覧に供するものとする。 

２ 市長は、前項の縦覧をしようとするときは、次に掲げる事項を告示するものとする。 

(１) 縦覧の場所及び期間 

(２) 法第８条第２項第２号から第５号までに掲げる事項 

(３) 実施した生活環境影響調査の項目 

(４) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

３ 第１項の縦覧の期間は、前項の告示の日から１月間とする。 

（意見書の提出） 

第32条の４ 第32条の２に規定する一般廃棄物処理施設の設置又は変更に関し利害関係を有する者

は、市長に意見書を提出することができる。 

２ 前項の意見書の提出期限は、前条第３項の縦覧の期間が満了する日の翌日から起算して２週間を

経過する日までとする。 

３ 意見書の提出期限及び提出先は、前条第２項の告示の際、併せて告示するものとする。 

第６章 廃棄物処理手数料等 

（家庭系廃棄物処理手数料） 

第33条 第18条及び第22条第２項の規定により市が家庭系廃棄物の処理を行う場合で、別表に掲げる

取扱区分の処理に該当するときは、同表に定める金額の手数料を徴収する。 

２ 前項の手数料の徴収方法については、規則で定める。 

（手数料の減免） 

第34条 市長は、次の各号のいずれかに該当すると認めた場合は、減免を受けようとする者の申請に

より前条第１項の手数料を減免することができる。 

(１) 生活保護法（昭和25年法律第144号）の規定により生活扶助を受けている者 

(２) 災害その他の事故により手数料の納付が著しく困難と認めた者 

(３) 前２号のほか、特別の事由があると認めた者 

（事業系廃棄物処理手数料） 

第35条 第19条の規定により事業者が市の処理施設に搬入する場合（浄化槽汚泥の搬入を含む。）は、

別表に定める金額の手数料を徴収する。 

２ 前項の手数料の徴収方法については、規則で定める。 

第36条 削除 

（一般廃棄物収集運搬業等の申請及び許可） 

第37条 法第７条第１項若しくは第６項若しくは浄化槽法（昭和58年法律第43号）第35条第１項の規

定により一般廃棄物収集運搬業若しくは一般廃棄物処分業若しくは浄化槽清掃業の許可を受けよ

うとする者、法第７条第２項若しくは第７項の規定により一般廃棄物収集運搬業若しくは一般廃棄

物処分業の許可の更新を受けようとする者又はこれらの許可を受けた者で許可証の再交付を受け

ようとするものは、規則で定めるところにより申請しなければならない。 



 

２ 市長は、前項の申請を受けたときは、当該申請の内容を審査し、適当と認めたときは許可をする。 

３ 浄化槽法第35条第１項の規定による浄化槽清掃業の許可の期間は、２年間とする。 

（一般廃棄物収集運搬業等の許可申請手数料） 

第38条 前条第１項の規定による許可の申請をする者は、申請の際、次の各号に掲げる区分に応じて

当該各号に定める手数料を納付しなければならない。 

(１) 一般廃棄物収集運搬業許可申請手数料 １件につき 14,000円 

(２) 一般廃棄物処分業許可申請手数料 １件につき 14,000円 

(３) 浄化槽清掃業許可申請手数料 １件につき 14,000円 

(４) 一般廃棄物収集運搬業許可更新申請手数料 １件につき 14,000円 

(５) 一般廃棄物処分業許可更新申請手数料 １件につき 14,000円 

(６) 一般廃棄物収集運搬業許可証再交付申請手数料 １件につき 3,000円 

(７) 一般廃棄物処分業許可証再交付申請手数料 １件につき 3,000円 

(８) 浄化槽清掃業許可証再交付申請手数料 １件につき 3,000円 

２ 既納の手数料は、還付しない。 

（過料） 

第39条 詐欺その他不正の行為により、この条例に定める手数料の徴収を免れた者は、その徴収を免

れた金額の５倍に相当する金額（当該５倍に相当する金額が５万円を超えないときは、５万円とす

る。）以下の過料に処する。 

第７章 雑則 

（報告の徴収） 

第40条 市長は、法第18条に規定するもののほか、この条例の施行に必要な限度において、共同住宅

所有者等、占有者等その他必要と認める者に対し、必要な報告を求めることができる。 

（立入検査） 

第41条 市長は、法第19条第１項に規定するもののほか、この条例の施行に必要な限度において、そ

の職員に、共同住宅所有者等、占有者等その他必要と認める者の土地又は建物に立ち入り、廃棄物

の処理に関し必要な検査を行わせることができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係人から請求され

たときは、これを提示しなければならない。 

３ 第１項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 

（委任） 

第42条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成５年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の際現に改正前の江別市廃棄物の処理及び清掃に関する条例第14条第２項の規

定により一般廃棄物処理業又は浄化槽清掃業の許可を受けている者は、平成５年７月３日までは、

改正後の江別市廃棄物の処理及び清掃に関する条例第37条第２項の規定による許可を受けている

者とみなす。 

附 則（平成９年３月31日条例第16号） 

この条例中別表第２の改正規定（「し尿処理場使用料」を「し渣除去施設使用料」に改める部分に

限る。）は、平成９年４月１日から、その他の改正規定は平成９年７月１日から施行する。 

附 則（平成10年３月31日条例第16号） 

この条例は、平成10年４月１日から施行する。 

附 則（平成11年12月24日条例第24号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成12年３月８日条例第３号抄） 

この条例は、平成12年４月１日から施行する。 



 

附 則（平成12年12月12日条例第35号） 

この条例は、平成13年１月６日から施行する。 

附 則（平成15年12月19日条例第24号） 

この条例は、平成16年10月１日から施行する。 

附 則（平成18年９月29日条例第26号） 

この条例は、平成18年10月１日から施行する。 

附 則（平成22年６月28日条例第14号） 

この条例は、平成22年10月１日から施行する。ただし、第10条第２項の改定規定は、公布の日から

施行する。 

  附 則（平成24年12月27日条例第34号） 

この条例は、平成25年4月1日から施行する。 

  附 則（平成31年3月26日条例第10号） 

この条例は、平成31年4月1日から施行する。 

別表（第33条及び第35条関係） 

 額金 分区扱取 類種の料数手

家庭系廃棄物処

理手数料 

  

市が家庭系廃棄物（し尿及び浄化槽汚

泥を除く。以下同じ。）を収集、運搬

及び処分するとき 

  

規則で定めるごみ袋（以下「指定ごみ袋」

という。）に収納できるもの 指定ごみ袋

１枚につき、１リットル２円として規則で

定める額 

指定ごみ袋に収納できないもの 1,000円

以内で規則で定める額 

  市民が家庭系廃棄物を市の処理施設に

搬入し、市が処分するとき 

10キログラムにつき 90円 

事業系廃棄物処

理手数料 

  

事業系廃棄物を市の処理施設に搬入

し、市が処分するとき 

  

浄化槽汚泥 20リットルにつき 70円 

その他のもの 10キログラムにつき 110

円 

し尿処理手数料 

  

市がし尿を収集、運搬及び処分すると

き 

  

仮設トイレのし尿 

200リットルまで 900円 

200リットルを超える20リットルにつき 

90円 

その他のし尿 20リットルにつき 90円 

備考 手数料の算定に当たって処理量に基礎単位未満の端数があるときは、これを基礎単位の量と

みなして計算する。 



 

○江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例施行規則 

平成５年３月31日 

規則第22号 

改正 

  

  

平成9年11月21日規則第40号 
平成10年6月16日規則第43号 
平成12年12月12日規則第68号 

平成10年2月27日規則第９号 

平成12年3月21日規則第６号 

平成13年3月29日規則第17号 

  平成14年11月29日規則第51号 平成15年12月26日規則第42号 

 平成16年４月１日規則第23号 平成16年8月18日規則第32号 

 平成17年3月18日規則第2号 平成18年9月29日規則第59号 

 平成20年2月1日規則第3号 平成22年6月28日規則第19号 

 平成22年12月27日規則第31号 平成25年3月29日規則第13号 

江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例施行規則 

江別市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則（昭和47年規則第10号）の全部を改正する。 

（趣旨） 

第１条 この規則は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号。以下「法」という。）

及び江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例（平成５年条例第10号。以下「条

例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（審議会の組織） 

第２条 条例第６条の規定により設置する江別市廃棄物減量等推進審議会（以下「審議会」という。）

の委員の数は、13人以内とする。 

２ 審議会に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選により選出する。 

３ 会長は、会議の議長となり、会務を総括する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（委員の任期） 

第３条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 委員に欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（審議会の会議） 

第４条 審議会は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

（庶務） 

第５条 審議会の庶務は、生活環境部環境室において処理する。 

（自主的活動への支援） 

第６条 条例第８条の規定による自主的活動への支援は、次に掲げるものとする。 

(１) 住民団体等が行う資源回収を促進するための事業 

(２) 資源回収事業者組織の育成等 

(３) 生ごみ堆肥化容器購入助成等市民が行う廃棄物減量を促進するための事業 

(４) その他特に市長が支援することを必要と認めるもの 

（適正処理困難物） 

第７条 条例第16条第２項に規定する規則で定める適正処理困難物は、次の各号のいずれかに該当す

るもので市長が指定するものとする。 

(１) 大型耐久消費財等の重量が重いもの又は容積が大きいもので収集作業に支障をきたすもの 

(２) 爆発性を有する等により収集作業上危険なもの若しくは収集車両を損壊するおそれのあるも

の又は市の処理施設で処理する場合に作業上危険なもの若しくは施設の設備等を損壊するおそれ

のあるもの 

(３) 前２号に掲げるもののほか、市の処理施設の施設能力、技術等に照らし、適正な処理が困難

なもの 

２ 前項に規定する適正処理困難物は、告示するものとする。 

（一般廃棄物の処理計画の告示） 

第８条 条例第17条第１項の規定に基づく一般廃棄物処理計画は、次に掲げる事項とする。 



 

(１) 資源化・再利用の方策に関すること。 

(２) 一般廃棄物の排出の抑制のための方策に関すること。 

(３) 一般廃棄物の種類及び分別の区分に関すること。 

(４) 一般廃棄物の発生量及び処理量の見込み。 

(５) 一般廃棄物を処理する施設に関すること。 

(６) 一般廃棄物の適正な処理及びこれを実施する者に関する基本的事項 

(７) その他一般廃棄物の処理に関し必要な事項 

２ 前項第５号から第７号までに規定するものに関し市民及び事業者が廃棄物の適正な処理を容易に

行うために必要な事項は、告示するものとする。 

（排出基準） 

第９条 条例第17条第２項に規定する規則で定める家庭系廃棄物の排出基準は、次のとおりとする。 

(１) 燃やせるごみ、燃やせないごみ、大型ごみ、資源物及び危険ごみに分別すること。 

(２) 燃やせるごみ及び燃やせないごみは、指定ごみ袋（第１号様式）に収納し、大型ごみは大型

ごみ処理シール（第１号様式の２）を、その他指定ごみ袋に収納できないものはごみ処理券（第

１号様式の３）を貼付すること。 

(３) 資源物及び危険ごみは、中身の見える透明又は半透明の袋に分けて収納すること。 

(４) 第１号の規定により家庭系廃棄物を分別する場合は、品目別にあらかじめ定められた方法に

より必要な処理を行うこと。 

(５) 排出場所は、戸別に収集を行う大型ごみを除き、ごみステーションとする。 

２ 前項各号に掲げる排出基準のほか、家庭系廃棄物の排出に必要な事項は、市長が別に定める。 

（処理施設の受入基準） 

第10条 条例第17条第２項に規定する規則で定める処理施設の受入基準は、次のとおりとする。 

(１) 条例第22条第１項第２号及び第３号に規定する排出禁止物でないこと。 

(２) 燃やせるごみ、燃やせないごみ、大型ごみ、資源物及び危険ごみに分別していること。 

(３) 廃棄物を処分するための器材又は施設を著しく汚損し、又は損壊するおそれのあるものを除

去していること。 

(４) 江別市環境クリーンセンター（以下「クリーンセンター」という。）に搬入しようとする廃

棄物にあっては、第２号の規定により分別した燃やせるごみ、燃やせないごみ及び大型ごみとす

る。 

(５) 江別市最終処分場（以下「最終処分場」という。）に搬入しようとする廃棄物にあっては、

クリーンセンターにおいて中間処理ができないものとする。 

(６) 江別市リサイクルセンター（以下「リサイクルセンター」という。）に搬入しようとする資

源物にあっては、家庭系廃棄物のうち、容器包装廃棄物及び集団資源回収等自主的活動などで資

源化が困難なものとすること。 

(７) 市長が別に指定する一般廃棄物は、あらかじめ定められた方法により必要な処理を行うこと。 

２ 前項各号に掲げる受入基準のほか、一般廃棄物の受入れに必要な事項は、市長が別に定める。 

（処理施設の受入時間及び休日） 

第11条 クリーンセンター及び最終処分場の受入時間及び休日は、次のとおりとする。 

(１) 受入時間 午前９時から午後５時まで 

(２) 休日 １月１日から１月３日まで 

２ リサイクルセンターの受入時間及び休日は、次のとおりとする。 

(１) 受入時間 

ア 土曜日を除く日 午前９時から午後４時45分まで 

イ 土曜日 午前９時から午前11時45分まで 

(２) 休日 

ア 日曜日 

イ 各月の29日以降の日（ただし、１月を除く。） 

ウ １月１日から１月３日まで 

３ し渣除去施設の受入時間及び休日は、次のとおりとする。 

(１) 受入時間 



 

ア 土曜日を除く日 午前９時から午後４時45分まで 

イ 土曜日 午前９時から午前11時45分まで 

(２) 休日 

ア 日曜日 

イ 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

ウ 12月31日から翌年１月３日まで（イに掲げる日を除く。） 

４ 処理施設の受入時間及び休日は、前３項の規定にかかわらず、市長が必要と認めた場合は、変更

することができる。 

第12条 削除 

（共同住宅のごみステーション等の設置に係る事前協議） 

第13条 条例第21条に規定する共同住宅所有者等は、共同住宅のごみステーション等の設置に係る事

前の協議を行うため、共同住宅ごみ処理計画等届出書（第２号様式。以下「計画等届出書」という。）

を市長に提出するものとする。 

２ 市長は、計画等届出書の提出を受けた日から５日以内に協議を終えるものとする。 

３ 前２項の規定は、協議終了後その計画等に変更が生じた場合に準用する。 

（共同住宅のごみステーション等の設置基準） 

第14条 条例第21条に規定する規則で定める共同住宅のごみステーション等の設置基準は、次に掲げ

るとおりとする。 

(１) ごみ収集車が支障なく敷地内に進入し、かつ、退出することができること。 

(２) 収集作業に支障となる障害物がないこと。 

２ 前項各号に掲げる設置基準のほか、共同住宅のごみステーション等に関し必要な事項は、市長が

別に定める。 

（管理責任者等の選任） 

第15条 共同住宅所有者等は、管理人又は管理責任者を選任したときは、計画等届出書にその旨を記

載し、市長に提出するものとする。 

２ 共同住宅所有者等は、共同住宅所有者等又は前項の規定により選任した管理人若しくは管理責任

者に変更があったときは、変更の日から10日以内にその旨を市長に届け出るものとする。 

（縦覧の手続） 

第15条の２ 条例第32条の３の規定により縦覧に供する書類（以下「調査書等」という。）を縦覧し

ようとする者（以下「縦覧者」という。）は、縦覧申込書（第３号様式）に必要な事項を記入し、

市長に提出しなければならない。 

（縦覧者の遵守事項） 

第15条の３ 縦覧者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(１) 調査書等を縦覧場所から持ち出さないこと。 

(２) 調査書等を汚損し、若しくは損傷し、又は加筆等の行為をしないこと。 

(３) 他の縦覧者に迷惑を及ぼす行為をしないこと。 

(４) 職員の指示があった場合には、これに従うこと。 

２ 前項の規定に違反した者に対しては、その縦覧を中止させ、又は禁止することができる。 

（意見書の記載事項） 

第15条の４ 条例第32条の４第１項の意見書には、氏名（法人にあっては名称及び代表者の氏名）、

住所及び生活環境保全の見地からの意見を記載しなければならない。 

（家庭系廃棄物処理手数料の額） 

第15条の５ 条例別表家庭系廃棄物処理手数料の項金額の欄に規定する規則で定める額は、第９条第

１項第２号に規定する袋、シール及び券の種別に応じ、それぞれ次に掲げるものとする。 

(１) 指定ごみ袋 次に掲げる額 

ア ５リットル 10円 

イ 10リットル 20円 

ウ 20リットル 40円 

エ 30リットル 60円 

オ 40リットル 80円 



 

(２) 大型ごみ処理シール 次に掲げる額 

ア 250円 

イ 500円 

ウ 1,000円 

(３) ごみ処理券 次に掲げる額 

ア 80円 

イ 160円 

２ 前項に規定する大型ごみ処理シール及びごみ処理券の対象区分、品目及び金額は、別表のとおり

とする。 

（手数料の徴収方法） 

第16条 条例第33条第２項に規定する手数料の徴収方法は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(１) 市が収集、運搬及び処分する家庭系廃棄物の処理手数料は、指定ごみ袋等取扱者（地方自治

法施行令（昭和22年政令第16号）第158条第１項の規定に基づき、家庭系廃棄物処理手数料の収納

の事務の委託を受けた者をいう。）が指定ごみ袋、大型ごみ処理シール又はごみ処理券を交付す

る際にその交付数に応じて徴収する。 

(２) 市民が市の処理施設に搬入する家庭系廃棄物処理手数料は、市の処理施設において搬入量を

確認し、処分の都度徴収する。 

(３) し尿処理手数料は、江別市証紙条例（昭和55年条例第35号）の規定により徴収する。 

２ 前項第１号及び第２号の既納の手数料は、還付しない。ただし、市長がやむを得ないと認めたと

きは、この限りでない。 

第17条 条例第35条第２項に規定する手数料の徴収方法は、市の処理施設において搬入量を確認し、

処分の都度徴収するものとする。ただし、市長が特に必要と認めた場合は、各月において処分した

ものについて一括して納入通知書により徴収することができる。 

第18条 削除 

（事業系廃棄物搬入申請） 

第19条 条例第19条の規定により市の処理施設に搬入しようとする者は、あらかじめ事業系廃棄物搬

入申請書（第４号様式）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請を受けたときは、内容を審査し、適当と認めたときは、申請者に

対して事業系廃棄物搬入許可書（第５号様式）を交付する。 

（手数料の減免） 

第20条 条例第34条の規定により手数料の減免を受けようとする者は、手数料減免申請書（第６号様

式）を市長に提出しなければならない。 

（一般廃棄物収集運搬業等の許可申請） 

第21条 条例第37条第１項の規定により一般廃棄物収集運搬業若しくは一般廃棄物処分業の許可の申

請をしようとする者又は一般廃棄物収集運搬業若しくは一般廃棄物処分業の許可の更新の申請をし

ようとする者は、一般廃棄物収集運搬業（処分業）許可申請書（第８号様式）を市長に提出しなけ

ればならない。 

２ 条例第37条第１項の規定により浄化槽清掃業の許可の申請をしようとする者は、浄化槽清掃業許

可申請書（第９号様式）を市長に提出しなければならない。 

（一般廃棄物収集運搬業等の事業範囲変更許可申請等） 

第22条 法第７条の２第１項の規定により一般廃棄物収集運搬業又は一般廃棄物処分業の事業の範囲

の変更の許可を受けようとする者は、一般廃棄物収集運搬業（処分業）事業範囲変更許可申請書（第

10号様式）を市長に提出しなければならない。 

（一般廃棄物収集運搬業等の許可証の交付等） 

第23条 市長は、条例第37条第２項の規定により一般廃棄物の収集運搬業若しくは一般廃棄物処分業

の許可若しくは更新の許可をしたとき、又は法第７条の２第１項の規定により一般廃棄物収集運搬

業若しくは一般廃棄物処分業の事業の範囲の変更の許可をしたときは、一般廃棄物収集運搬業（処

分業）許可証（第11号様式）を交付する。 

２ 市長は、条例第37条第２項の規定により浄化槽清掃業の許可をしたときは、浄化槽清掃業許可証

（第12号様式）を交付する。 



 

３ 一般廃棄物収集運搬業、一般廃棄物処分業又は浄化槽清掃業の許可を受けた者は、その許可証を

他人に譲渡し、又は貸与してはならない。 

（一般廃棄物収集運搬業等の許可証の再交付） 

第24条 前条第１項又は第２項の規定により許可証の交付を受けた者が、許可証を紛失し、又は著し

く損傷したときは、許可証再交付申請書（第13号様式）を市長に提出し、再交付を受けなければな

らない。 

（一般廃棄物収集運搬業等の廃止及び変更の届出） 

第25条 法第７条の２第３項に規定する廃止又は変更の届出は、当該廃止及び変更の日から10日以内

に行わなければならない。 

２ 前項の届出をしようとする者は、一般廃棄物収集運搬業（処分業）事業廃止届（第14号様式）又

は一般廃棄物収集運搬業（処分業）許可申請事項変更届（第15号様式）を市長に提出しなければな

らない。 

（立入検査の身分証明書） 

第26条 条例第41条第２項に規定する身分を示す証明書は、第16号様式に定めるとおりとする。 

（委任） 

第27条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成５年４月１日から施行する。ただし、改正後の第11条の規定は、平成５年５月

１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現に改正前の江別市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則の規定に基

づいて行われた申請その他の行為は、改正後の江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関

する条例施行規則の規定に基づいて行われたものとみなす。 

附 則（平成９年11月21日規則第40号） 

この規則は、公布の日から施行し、平成９年４月１日から適用する。 

附 則（平成10年２月27日規則第９号） 

この規則は、平成10年３月１日から施行する。 

附 則（平成10年６月16日規則第43号） 

この規則は、平成10年６月17日から施行する。 

附 則（平成12年３月21日規則第６号） 

この規則は、平成12年３月22日から施行する。 

附 則（平成12年12月12日規則第68号） 

この規則は、平成13年１月６日から施行する。 

附 則（平成13年３月29日規則第17号） 

この規則は、平成13年４月１日から施行する。 

附 則（平成14年11月29日規則第51号） 

この規則は、平成14年12月１日から施行する。 

附 則（平成15年12月26日規則第42号） 

この規則は、平成16年10月１日から施行する。 

附 則（平成16年４月１日規則第23号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成16年８月18日規則第32号） 

この規則は、平成16年10月１日から施行する。 

附 則（平成17年３月18日規則第２号） 

この規則は、平成17年４月１日から施行する。 

附 則（平成18年９月29日規則第59号） 

この規則は、平成18年10月１日から施行する。 

附 則（平成20年２月１日規則第３号） 

この規則は、平成20年４月１日から施行する。 



 

附 則（平成22年６月28日規則第19号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成22年10月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進

に関する条例施行規則により定められた第３号様式の３の指定ごみ袋並びに第３号様式の４の80円

処理券及び160円処理券については、当分の間、使用することができる。 

附 則（平成22年12月27日規則第31号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進

に関する条例施行規則により定められた様式の用紙については、当分の間、これに所要の補正を加

えて使用することができる。 

附 則（平成25年３月29日規則第13号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成25年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進

に関する条例施行規則により定められた第１号様式の２の大型ごみ処理シール及び第１号様式の３

のごみ処理券については、当分の間、使用することができる。 

別表（第15条の５関係） 

１ 大型ごみ処理シールの対象 

 ）円（額金 目品 分区

最大辺が１メー

トルを超え、２メ

ートル以内のも

の 

000,1 ノアピ子電・ンガルオ子電・ンガルオ

000,1 置装奏演ケオラカ

000,1 ドーボーロ・ドーボグンビリ・ドーボドイサ

000,1 槽水

ステレオセット（アンプ、チューナー、デッキ及びスピーカ

ー）（一体型を含む。） 

1,000

000,1 ーサッレドープンャシ・台粧化面洗

ソファー（応接用で２人掛け以上のもの） 1,000

000,1 ）脚台び及板球卓（トッセ台球卓

000,1 すんた

000,1 ）のものき付でそ片は又でそ両（机

000,1 ）のもるえ超をルトッリ09が量容（クンタ油灯

戸棚類（食器棚、茶だんす、本棚、ライティングデスク等） 1,000

ベッド（ダブル又は２段）（ベッドマットレスを除く。） 1,000

000,1 ）のものき付グンリプス（スレトッマドッベ

000,1 池庭・槽浴

000,1 ）のもるえ超をルトーメチンセ05が幅（ーカッロ

000,1 ）型ドンタス（ルーゴトッケスバ

005 ）用器楽（プンア

005 クッラオィデーオ

鏡台 500

005 箱たげ

健康器具（ぶら下がり器、ランニングマシン、サイクリング

マシン等）（モーター式を除く。） 

500



 

005 ）こんらぶは又台り滑（具遊用供子

005 ）。む含をのものき付板底（トーボムゴ

005 台ジンレ・つび米

敷物類（じゅうたん、カーペット、マット等）（広さが３畳

を超えるもの） 

500

005 ）のものけ掛人１で用接応（ーァフソ

畳 500

005 ）。む含を式みたたり折（ルブーテ

005 台ビレテ

005 台理調・台し流

ベッド（セミダブル、シングル、折りたたみ式又はパイプ）

（ベッドマットレスを除く。） 

500

005 屋小トッペ

ホームラック・スチールラック（背板、側板等がないもの） 500

005 ンシミ

005 ーカヤリ

005 ）のもの下以ルトーメチンセ05が幅（ーカッロ

052 機み編

052 箱納収式段多製クッチスラプ・箱装衣

いす（ベンチ、折りたたみ式、パイプ等）（応接用を除く。） 250

052 台機燥乾類衣

052 スクッボーラカ

052 ）用器楽（ドーボーキ

052 スクッボーラーク

052 ）。く除を式動電（すい車

052 ）等ータギキレエ、ータギ（器楽弦

052 け掛トーコ

052 ）。く除をこんらぶび及台り滑（具遊用供子

052 器容トスポンコ

052 ドーボフーサ

052 車し押手・車台用業作

敷物類（じゅうたん、カーペット、マット等）（広さが３畳

以下のもの） 

250

052 し干物用内室

052 車輪一・車転自

052 ）のもの式押手（機刈芝

052 スクッボフール用両車

照明器具（シャンデリア、電気スタンド、リングライト等） 250

052 機燥乾）い洗（器食

052 スーケツース

052 ）見姿（ーラミドンタス

052 ドーガブートス

052 プンダーノス

052 ドーボーノス

052 このす

052 ーカーピス

052 ーサッレプンボズ



 

052 機風扇

052 機除掃

そり 250

052 ）等ますふ、てたいつ、子障、戸網（具建

052 ナテンアビレテ

052 ）板天び及体本つたこ（トッセつたこ気電

052 ブートス気電

テントセット（天幕及び支柱）（キャンプ用に限る。） 250

052 ）のもの下以ルトッリ09が量容（クンタ油灯

052 立脚・ごしは

布団セット（布団及びスポンジマットレス）（２枚まで１セ

ット） 

250

ベビー用具（ベビーカー、ベビーバス、ベビーベッド、ベビ

ーラック、チャイルドシート等） 

250

052 ）プイタ敷上床（ルネパ房暖床

棒

状

の

も

の 

052 ンテーカンオィデーコア

052 筒煙

052 ルーレンテーカ

052 ）ルソラパ（さか

052 手熊

052 ）ブラクび及グッバ（トッセ具用フルゴ

052 アリャキーキス

052 ）クットスび及ーキス（トッセーキス

052 ）。む含を用雪除（プッコス

052 ）用車（シラブーノス

052 ）材木廃（木定剪

052 棒りぱっつ

052 おざり釣

052 シラブキッデ

052 ドンイラブ

052 きうほ

052 ）具用き拭床（プッモ

物干しざおセット（さお及び支柱）（さお４本及び支柱

２本まで１セット）（土台を除く。） 

250

052 キーレ

052 ンーリクスルーロ・ンテーカルーロ

棒・パイプ類（金属製、プラスチック製、木製等） 250

板

状

等

の

も

の 

052 ルーボンダ

052 ）等材包梱、箱魚（材ルーロチス泡発

木（ベニヤ）板・プラスチック（塩化ビニル樹脂）板・

ガラス（鏡）板・金属（トタン）板 

250

最大辺の長さに

かかわらないも

の 

000,1 ）ーライボ用庭家（器湯給

000,1 ）用庭家（ーサッレプンコ

000,1 ビレテンョシクェジロプ

005 ーターヒルイオ



 

005 ）ルブーテスガ（ジンレスガ

005 ）のもの式動電（機刈芝

自動車用部品（シート、シャフト、スプリング、ドア、ホイ

ール、ボンネット等） 

500

005 ）のもの式圧油（キッャジ

005 ）のもの式動電（機雪除

005 ）用庭家（プンポ中水

ストーブ（電気ストーブを除く。）（ポータブル式以外のも

の） 

500

005 缶ムラド

005 釜呂風

052 ）。る限に製石（すう

052 ）クッロブ界境先地（石縁

052 ロンコトッセカスガ

がれき類（アスファルト、コンクリート、タイル、レンガ、

ガラス等の破片）（10リットルまで１セット） 

250

052 ）器沸湯間瞬（器湯給

工具類（スパナ、レンチ、ハンマー、バール、携帯ジャッキ

等）（５個まで１セット） 

250

052 ）トッセ１でま個２（クッロブトーリクンコ

052 ）のもの式スガ（器飯炊

ストーブ（電気ストーブを除く。）（ポータブル式のもの） 250

052 ）トッセ１でま畳１（ドーボ膏石

052 し重用物漬

052 しはるつ

052 ルベーバ・ルベンダ・イレア鉄

052 具工動電

052 ルーボのグンリウボ

052 台し干物

052 ）トッセ１でま個４（ガンレ

便器 250

052 クンタ洗水

重量、形状、処理困難性等において、上記品目と類似性のあるもの 当該類似品目の

金額 

052 目品の外以るげ掲に記上

２ ごみ処理券の対象 

 ）円（額金 目品 分区

最大辺が１メー

トル以内のもの。

ただし、大型ごみ

処理シールの対

象を除く。 

最大辺が50センチメートル（枝木、廃木材等の木類にあって

は、最大辺が１メートル）以内のもの 

80

最大辺が50センチメートルを超え、１メートル以内のもの（上

記の木類を除く。） 

160

備考 

１ 最大辺とは、排出するごみ１個の最も長い辺（円形のものにあっては、直径）の長さをいう。 

２ 金額は、品目１個（セット）ごとに適用する。 

３ 品目１個（セット）の重量は、100キログラム以内とする。 

４ 棒状のもの、板状等のものにあっては、市長が別に定めるところにより束にして、品目１個

（セット）として排出することができる。 



２ 江別市清掃事業年表 
年 

（西暦） 
ご み ・ リ サ イ ク ル ・ し 尿 関 係 

 

大正 ６ 

(1917) 
 

・農家の人々がし尿汲取協同組合を結成し、集落地の各世帯のし尿を収集運搬し、農村還元を行って

処分 
 

昭和 ２９ 

(1954) 
 

 

・「清掃法」施行 

 

   ３０ 

(1955) 
 

 

・民生課衛生係に清掃部門を設ける（４月） 

・「江別市清掃条例」制定（４月） 

・ごみ、し尿収集が個人請負馬車で開始（４月） 

・特別清掃地域を設定。地域内世帯数４，２７９世帯 
 

 

   ３５ 

(1960) 
 

・請負業者がオート三輪車１台を購入し、ごみ収集にあたる（４月） 

・市がバキューム車を初めて１台購入し、一部直営とした（１２月） 
 

   ３６ 

(1961) 
 

・ごみ処理部門を全て直営とした（４月） 

 
 

   ３８ 

(1963) 
 

・保健衛生係に機構を改める（４月） 

・し尿処理部門を全て直営とした（４月） 
 

   ３９ 

(1964) 
 

・保健課清掃係に機構を改める（４月） 

・大麻団地の建設等に伴う大幅な人口増により、ごみ収集車を３台増車し、収集体制を強化した（４月） 
 

   ４２ 

(1967) 
 

・特別清掃地域を拡張。地域内世帯数１０，６５１世帯  

・し尿処理場（４５kℓ／日）完成（１２月） 
 

   ４４ 

(1969) 
 

 

・衛生課清掃係、作業係に機構を改める（４月） 

・し尿処理手数料改定（４月） 

・焼却炉建設を前提に、分別収集〔紙袋（ラミネート加工）方式〕実施。ごみ処理手数料賦課制を廃止

し、証紙制（１袋５円）・市指定袋制（１袋１２円）とし、ごみ袋売捌き手数料を販売店に交付（１０月） 
 

 

   ４５ 

(1970) 
 

・保健衛生課清掃係と清掃事業所事業係に機構を改める（４月） 

 
 

   ４６ 

(1971) 
 

 

・スーパーパック（内側をビニールコーティングした紙袋）取扱店に補助金交付（９月） 

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」施行（９月） 

・ごみ収集手数料無料化実施（１０月） 
 

 

   ４７ 

(1972) 
 

 

・「江別市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」及び「同条例施行規則」制定（４月） 

・祝日のごみ収集を廃止（５月） 

・事業活動に伴う廃棄物実態調査実施（１０月） 

・ごみ粉砕処理場（７５ｔ／５Ｈ）が完成（１２月） 

・分別収集を廃止し、粉砕処理に適合した混合収集に切り替え（１２月） 
 

 

   ４８ 

(1973) 

 

・清掃課管理係、事業第一係、事業第二係、ごみ粉砕処理場に機構を改める（４月） 

・し尿処理場が水道部から清掃課に移管される（１１月） 

・清掃課管理棟が角山（現工栄町１４－２）に完成（１２月） 
 

 

   ４９ 

(1974) 

 

 

・計量施設（３０ｔ）完成（３月） 

・粉砕処理に係る事業系一般廃棄物、産業廃棄物の有料化（３月） 

・産業廃棄物実態調査実施（５月） 

・スーパーパックの補助金制度を廃止（９月） 
 

 

   ５０ 

(1975) 

 

・ごみ埋立地を東野幌地区に設置（昭和５４年９月完了） 

 

 



 

昭和 ５１ 

(1976) 

 

 

・ごみ袋売捌き手数料制度を廃止（３月） 

・清掃事務所とし、管理課（管理係、ごみ粉砕処理場、し尿処理場）と事業課（事業第一係、事業第二

係）に機構を改める（７月） 

・ごみ埋立地を世田豊平川河川敷に設置 

・し尿処理手数料改定（７月） 
 

 

   ５２ 

(1977) 

・昭和５１年度全道市長会清掃主管者会議収集処理部会開催（１月） 

・ごみの組成分析開始 
 

   ５４ 

(1979) 

 

・大型ごみ分別収集開始（４月） 

・第１回ごみ減量展開催（１０月。以降昭和５８年まで毎年開催） 

・ごみ埋立地を中島地区に設置（１０月供用開始） 
 

 

   ５５ 

(1980) 
 

 

・管理課（管理係、指導係、し尿処理場、ごみ粉砕処理場）と事業課（事業係、焼却炉運転準備班）に機

構を改める（４月） 

・２分別（可燃ごみ、不燃ごみ）の分別収集実施（６月） 

・し尿収集運搬業務を民間事業者に委託（６月） 

・昭和５５年度全道市長会清掃主管者会議総会開催（７月） 

・証紙制度実施 
 

 

   ５６ 

(1981) 

 

・ごみ焼却処理場完成、運転開始（７５ｔ／日×２炉）（４月） 

・管理課（管理係、指導係、し尿処理場）と事業課（事業係、施設係）に機構を改める（４月） 

・旧事務所管理棟を清掃資料展示棟に用途変更（９月） 
 

 

   ５７ 

(1982) 
 

 

・ごみ、し尿処理手数料、使用料改定（４月） 

 

   ５８ 

(1983) 
 

 

・収集方式をステーション方式とし、推進に努める 

・「浄化槽法」公布（昭和６０年１０月１日施行） 

・新し尿処理場（６０kℓ／日）稼動開始（４月） 
 

 

   ５９ 

(1984) 
 

 

・「廃乾電池処理基本計画」策定、乾電池の保管処理開始（３月） 

・旧し尿処理場解体（１基予備貯留槽に転用） 

・し尿処理、汚泥処分手数料改定（４月） 

・管理課（管理係、焼却処理場、し尿処理場）と事業課（指導係、事業係）に機構を改める（４月） 

・清掃資料展示棟オープン（６月） 

・第１回市民と清掃のつどい開催（９月。以降昭和６３年まで毎年開催） 
 

 

   ６０ 

(1985) 
 

・ごみ処理等手数料、使用料改定（４月） 

・不燃ごみ、粗大ごみ収集運搬業務を民間事業者に委託（１０月） 
 

   ６１ 

(1986) 

・「江別市一般廃棄物処理基本計画」策定（９月：目標年次 ２００６年） 

・昭和６１年度全道市長会清掃問題研究会ごみ分科会開催（１０月） 
 

   ６２ 

(1987) 

・八幡最終処分場造成工事着工（７月）、一部供用開始（昭和６３年１月） 

・リサイクルバンク事業スタート（７月） 
 

   ６３ 

(1988) 

・ごみ処理等手数料、使用料改定（４月） 

・八幡最終処分場造成工事竣工（１０月） 
 

平成 元 

(1989) 
 

 

・第１回清掃のひろば開催（１０月。以降平成５年まで毎年開催） 

   ３

(1991) 
 

・ごみ減量対策としてコンポスト助成制度、資源回収事業に奨励金交付開始（７月） 

・ごみ焼却処理場２炉運転開始（１０月） 

・「再生資源の利用の促進に関する法律」施行（１０月） 

・管理課（管理係）、し尿処理場（し尿処理施設係）、事業課（指導係、事業係）、資源リサイクル課（リサイ

クル係、普及係）、焼却処理場（焼却施設係）に機構を改める（１１月） 

・可燃ごみ収集運搬業務の一部を民間事業者に委託（１１月） 
 

 



 
 

 平成 ４ 

(1992) 
 

 

・ごみ処理等手数料、使用料、し尿処理手数料、汚泥処分手数料改定（４月） 

・雑びんポストを市内公共施設８ヵ所に設置（７月） 
 

 

    ５ 

(1993) 
 

 

・第１回リサイクルを考える集い開催（３月。以降平成９年まで毎年開催） 

・「江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例」及び「同条例施行規則」施行（４月）

・条例により、８戸以上を有する共同住宅に専用のごみステーション等の設置を義務付け（４月） 
 

 

    ６ 

(1994) 
 

 

・第１回エコフェア開催（７月。以降平成２１年まで毎年開催） 

 

    ７ 

(1995) 
 

 

・し尿処理場の休止。し渣除去施設供用開始（４月） 

・可燃ごみ収集運搬業務の一部を民間事業者に委託（５月） 

・農村区域（不燃：１回／月→可燃・不燃：１回／週）の収集開始（５月） 

・焼却処理場を施設管理係、運転整備係に機構を改める。（５月） 
 

 

    ８ 

(1996) 
 

 

・フロンガス回収車、あき缶プレス機の寄贈（３月）、フロンガス回収事業開始（６月） 

・合併処理浄化槽設置整備補助事業開始（４月） 

・中島埋立地最終処分場覆土造成工事竣工（９月） 

・「分別と資源化を考える会議」開催（４回） 
 

 

    ９ 

(1997) 

 

・「江別市一般廃棄物処理基本計画」策定（３月：目標年次 ２０１１年） 

・「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」施行（４月） 

・し尿処理場廃止（４月） 

・分別収集モデル地区事業開始（７月）（対象 ６地区・１０自治会・１２，０００名 びん、かん、ペットボト

ル、紙パック） 

・清掃行政広報誌（ごみコミえべつ）初回発行（７月） 

・ごみ処理関係手数料、使用料改定、し尿処理手数料一部改定（７月） 
 

 

   １０ 

(1998) 

 
 

 

・廃棄物処理施設建設準備室設置（４月） 

・一般廃棄物収集運搬業等の許可申請手数料について条例施行規則の一部改正（６月） 

・八幡地区最終処分場埋立地築堤工事終了（１１月） 
 

 

   １１ 

(1999) 

以降年度 
 

・江別市廃棄物減量等推進審議会の設置（４月） 

・中島埋立地最終処分場廃止（６月） 

・江別リサイクル事業協同組合設立（３月） 

・全市資源物の分別収集開始（びん類、かん類、ペットボトル、紙パック／委託事業：リサイクルパッカー

車３台使用）（３月） 

・不燃ごみ・資源物の祝日収集開始（３月） 

・リサイクルセンター竣工（３月） 
 

 

   １２ 

(2000) 

 

・減量推進課（主幹、リサイクル係、指導係主査、指導係）、業務課（業務係、資源化係）に機構を改める

（４月） 

・電気式生ごみ処理機購入助成事業開始（５月） 

・道内１０市清掃担当部長会議開催（２月） 
 

   １３ 

(2001) 

・びんポストを廃止し、公共施設７ヵ所にリサイクルポスト（びん類、かん類、ペットボトル、紙パック）設置

（７月） 

・「江別市一般廃棄物処理基本計画」第１回見直し計画策定（３月） 

   １４ 

(2002) 

・生ごみ堆肥化（ダンボール式）支援事業の開始（５月） 

・不法投棄等の情報提供に関する協定を江別・野幌郵便局と締結（６月） 

・旧ごみ焼却処理場廃止（１１月）、新廃棄物処理施設（環境クリーンセンター）竣工、稼動（１２月） 

・委託車両（可燃・不燃）の指定色（外部塗装）変更 （オレンジ系色） （１２月） 

・資源物に白色トレイを追加し収集開始（１２月） 

・不燃ごみ収集を月２～３回から週１回収集に変更（１２月） 
 

 
 
 



 

 

 

平成 １５ 

(2003) 

・管理課（管理係）、減量推進課（リサイクル係、資源化係）、廃棄物対策課（指導係、業務係）、環境クリ

ーンセンター（施設係、維持係）に機構を改める（４月） 
 

 

   １６ 

(2004) 

 

・環境室とし、環境課（環境対策係、環境政策担当、自然環境担当）、清掃管理課（管理係、事業計画

担当）、減量推進課（リサイクル係、資源化係）、廃棄物対策課（業務係、指導担当）、環境クリーンセ

ンター（施設係、維持係）に機構を改める（４月） 

･江別市一般廃棄物最終処分場竣工、供用開始（６月） 

・公共施設７ヵ所のリサイクルポストを廃止（８月） 

・「江別市家庭系廃棄物処理手数料の収納事務及び指定ごみ袋等の交付事務処理要領」施行（９月） 

・「江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例」及び「同条例施行規則」の一部改

正（１０月） 

・「江別市家庭系廃棄物処理手数料減免取扱要綱」及び「江別市公共ごみ取扱要領」施行（１０月） 

・家庭系可燃ごみ・不燃ごみの有料化開始（指定袋、処理券）（１０月） 

・危険ごみ（スプレー缶、ガスカセット缶、乾電池、水銀体温計・温度計、ライター、蛍光管）の分別収集

及び可燃ごみの祝日収集の開始（１０月） 

・指定ごみ袋等の保管、配送の民間事業者委託（１０月） 

・共同住宅の専用ごみステーション等の設置基準を８戸以上から４戸以上に変更（１０月） 
 

 

   １７ 

(2005) 

 

・清掃管理課と廃棄物対策課を統合し、廃棄物対策課（管理係、指導担当）に機構を改める（４月） 

・し尿収集量の減少による委託収集体制の縮小（２社→１社）（７月） 

・「循環型社会形成推進地域計画」策定（８月） 

・道内１０市清掃担当部長会議開催（２月） 
 

 

   １８ 

(2006) 

 

・新篠津村からの一般廃棄物の受入処理業務受託開始（４月） 

・「江別市廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例」及び「同条例施行規則」の一部改

正により産業廃棄物の受入廃止（１０月） 

・環境クリーンセンター等長期包括的運営管理委託事業実施方針の公表（１１月） 

・廃食用油拠点回収（いしかりエコ燃料プロジェクトに参加）の啓発及び支援（１月） 
 

 

   １９ 

(200７) 

 

・リサイクルセンター管理運営事業の委託実施（４月） 

･浄化槽法に基づく道の事務･権限(水質検査受検に係る指導及び助言等)の一部移譲（４月） 

・「江別市一般廃棄物処理基本計画」第２回見直し計画策定（７月） 

・旧ごみ焼却処理場解体工事が平成１８年からの２ヵ年計画により完了（８月）  

・環境クリーンセンター等長期包括的運営管理委託及びモニタリングの実施（１０月） 

・清掃管理課（庶務係、施設管理係、処理施設担当）、廃棄物対策課、減量推進課（リサイクル係、資

源化担当、減量政策担当）に機構を改める（１０月） 

・廃棄物ストックヤード竣工（１１月） 
 

 

   ２０ 

(2008) 

 

・６事業者（市内１６店舗）及び市民団体（２団体）と１０月から実施のレジ袋削減に関する協定の締結（８月） 

・ごみの分別区分（プラスチック、木類）の一部変更の実施（１０月） 
 

   ２１ 

(2009) 
 

・リサイクルバンク運営管理事業の委託実施（４月）、リサイクルバンクが新施設へ移転、開設（８月） 

・カラス除けサークルモニター調査の開始（４月） 

・不法投棄防止等事業（緊急雇用創出事業）の委託実施（５月） ※平成２２年度継続実施 

・廃棄物減量等推進審議会公募委員の募集（５月） 

・事業所アンケート調査（対象 300 社、回収率約 49％）の実施（６月） 

・環境課が環境事務所に移転（７月） 

・ＰＣＢ廃棄物（高圧コンデンサ６基）処理事業の委託実施（７月） 

・ペットボトル減容機等更新工事（地域活性化・生活対策臨時交付金事業）が繰越事業で完了（８月） 

・事業系ごみ組成分析調査の実施（９月） 

・使用済小型家電のイベント回収実施（北海道のレアメタル回収モデル事業に参加）（９月） 

・ごみと資源物に関する市民アンケート調査（対象 3,000 人、回収率約４３％）の実施（１０月） 

・「江別市産業廃棄物処理施設に係る環境保全要綱」施行（１２月） 



 

 

平成 ２２ 

(2010) 

 

 

・生ごみ堆肥化容器購入費に対する助成範囲（密閉式容器、コンポスター）の拡大（４月） 

・「第６期分別収集計画」（計画期間：平成２３～２７年度）の策定（５月） 

・大型ごみ収集の実施等に向けた「廃棄物の処理及び資源化・再利用の促進に関する条例」及び「同条

例施行規則」の一+部改正（６月） 

・清掃資料展示棟（旧リサイクルバンク）解体工事完了（９月） 

・ごみ収集運搬業務の委託手法を一括委託方式に変更（１０月） 

・大型ごみ収集の実施、不燃ごみの収集回数変更、危険ごみ収集を資源物と同日収集に変更（月１回→

月２回）、指定ごみ袋（可燃ごみ・不燃ごみ）の統合と新設（５リットル袋）（１０月） 

・ごみ処理手数料（指定ごみ袋）の減免対象（要介護高齢者及び２歳未満の乳幼児等）の拡大（１０月） 

・「江別市一般廃棄物処理基本計画」策定（３月：目標年次 ２０２１年） 
 

 

   ２３ 

(201１) 
 

 

・指定ごみ袋等の製作、収納管理の民間事業者委託（４月） 

・ごみ・資源物の収集日お知らせメールサービスの開始（１月） 
 

   ２４ 

(2012) 
 

 

・廃棄物対策課（庶務係、業務係）、施設管理課（施設係）、減量推進課（減量推進係、リサイクル係）に

機構を改める（４月） 

・不法投棄・不適正排出物・残置ごみの収集、動物死骸の回収、危険ごみ選別業務の委託実施（４月） 

・ごみの組成分析に伴うサンプル収集業務の委託実施（６月） 

・不法投棄等の情報提供に関する協定を郵便事業及びタクシー業界と締結（６月） 

・ごみ・資源物の収集日カレンダーに広告を掲載（９月） 

・委託によるごみや資源物収集に関する問合せ対応業務の開始（１０月） 
 

 

   ２５ 

（2013） 

・電気式生ごみ処理機の助成廃止（４月） 

・ごみステーションのパトロール業務の委託実施（４月） 

・市内２店舗で使用済小型家電回収開始（５月） 

・「第７期分別収集計画」（計画期間：平成２６年度～３０年度）の策定（６月） 

・市内３団体を対象に生ごみ水切り器をモニター配布（７月） 

・ごみ分別の手引きに広告を掲載（９月） 
 

 

 

   ２６ 

（2014） 

・廃棄物対策課（庶務係、指導係、減量推進係）に機構を改める（４月） 

・リサイクルバンクの開館日拡大（６月） 

・市内６公共施設で古着・古布拠点回収開始（６月） 

・市内６公共施設で使用済小型家電拠点回収開始（環境省実証事業）（９月） 

・事業系ごみ組成分析調査、事業所アンケート調査（対象 300 社、回収率約３８．３％）の実施（９月） 

・ごみと資源物に関する市民アンケート調査（対象 3,000 人、回収率約４５．６％）の実施（１１月） 

・不法投棄等の情報提供に関する協定をヤマト運輸及びヤマトホームコンビニエンスと締結（２月） 
 

 

   ２７ 

（2015） 

・大学生向けごみ出しルール啓発説明会実施（４月） 

・生ごみダイエットレシピ講習会実施（６月） 

・「江別市一般廃棄物処理基本計画（中間見直し）」（３月：目標年次 ２０２１年） 
    

   ２８ 

（2016） 
・「第８期分別収集計画」（計画期間：平成２９年度～３３年度）の策定（６月） 

・ごみ・資源物の分別ガイドアプリの公開（１０月） 

・全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会に設立より参加（１０月） 

・不法投棄等の情報提供に関する協定を道央農業協同組合と締結（１月） 

・北海道情報大学と連携して生ごみ減量化に関するＣＭを作成（３月） 
    

   ２９ 

（2017） 

・小型家電リサイクル制度に係わる「都市鉱山からつくる！ みんなのメダルプロジェクト」に参加（４月） 

 
    

   ３０ 

（2018） 

・ごみ処理手数料（指定ごみ袋）の減免対象（要介護３・精神１級・療育Ａ）の拡大（４月） 

・災害廃棄物処理計画策定（３月） 
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